
Shibushi city public relations

2018 年（平成 30 年）

№ 146 2

市報 こころざしあふれるまち

鹿児島県志布志市



今月の表紙 ‐ cover photo

市報しぶし
No.146  2018  ２ 月号 

発行元：志布志市

編集：企画政策課 広報係

〒 899-7492

志布志市有明町野井倉 1756 番地

℡：099-474-1111

FAX：099-474-2281

URL：http://www.city.shibushi.lg.jp/

E-mail：kouhou@city.shibushi.lg.jp

◆困ったときの連絡先

●日・祝日当番医 … 17 ページ

●水道修繕当番店 … 37 ページ

「節分豆まき会

～山重幼稚園～」

今月の読者プレゼント

　今月の読者プレゼントは、３ページでご紹介

しています居酒屋万俵さんから「ドリンクチ

ケット（お好きなドリンク一杯無料）」を５名

にプレゼント！　29 ページの「お便り」ハガ

キを使って、ご応募ください。

　２月２日、山重幼稚園

で節分の豆まきが行われ

ました。

　鬼のお面を付けた山重

小学校の３・４年生が園

庭に入ってくると、園児

は怖がりながらも「おに

はーそとー」と楽しそう

うに豆をまきました。

　豆まきの後、園児と小

学生は輪になって、一緒

に仲良く豆を食べました。
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40
年
程
前
、
志
布
志
町
の
居
酒
屋
の
先
駆

け
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
同
店
。
10
年
前
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
美
味
し
い
料
理
と
お

酒
を
楽
し
め
ま
す
。

　

同
店
で
は
、
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
定
番
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、

右
で
紹
介
す
る
よ
う
な
女
性
に
も
好
評
な
メ

ニ
ュ
ー
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
酎
マ
イ
ス
タ
ー
の
資
格
を
持
つ

経
営
者
が
選
ぶ
、
地
元
の
焼
酎
を
は
じ
め
と

す
る
県
内
外
の
美
味
し
い
焼
酎
が
取
り
揃
え

ら
れ
、
プ
レ
ミ
ア
ム
生
ビ
ー
ル
「
ア
サ
ヒ
熟

撰
」
や
カ
ク
テ
ル
な
ど
、
豊
富
な
ド
リ
ン
ク

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
料
理
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

shop data

居酒屋万俵
（いざかやまんぴょう）

志布志町志布志２－１１－８

Tel：０９９-４７３-３２５１

ｏｐｅｎ：17：30～ 24：00

ラストオーダー：23：00

定休日：日曜日

志布志の『ウマイ！』を

お届けします。

しぶし グルメん ’s なび

Do you want to eat?

『 

せ
っ
か
く
志
布
志
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
し
、

志
布
志
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
。
』

『 

志
布
志
を
訪
れ
て
く
れ
た
友
人
に
、
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
て
ほ
し
い
。
』

志
布
志
市
観
光
特
産
品
協
会
が
、
そ
ん
な
あ

な
た
に
オ
ス
ス
メ
す
る
一
品
で
す
。

国道 220 号線沿いでアクセスも◎

大小個室、カウンター席もあります

※前文を省略して記載しています。

居酒屋万俵の

トマトとアボカドタルタル

バゲット添え

アボカドの濃厚でまろやかな旨みと

さっぱりとしたトマトの酸味が相性

バツグン。バゲットに乗せて食べる

と、サクッとした歯ごたえの後、バ

ゲットの香ばしさとタルタルの旨み

が口いっぱいに広がります。

志
布
志
駅

Ｐ Ｐ

志布志郵便局

アピア

鹿児島信用金庫

万俵

03　しぶしグルメん ’ ｓなび

04　男女共同参画社会の実現に向けて

８
　 全国ご当地どんぶり選手権　　　

グランプリ
24　税の広場

９　まちの話題 25　シリーズ国保

13　歴史さんぽ 26
　知ってる？ 消費生活相談

　　皆でつくろう「共生・協働・自立」のまち

14　ありがとうふるさと納税 27
　知っ得 !? 年金インフォメーション

　　志布志市奨学生募集

16　保健師・栄養士メモ 28　あたや元気やっど  ほか

18　エコ通信 31　うぶごえ・おくやみ

19　図書館へ行こう。 32
　 行政告知放送端末　　　　　　

無料設置申込締切り迫る !!

20　どうする？人口減少問題⑤ 33　市役所からの大事なお知らせ

21　こころざしブランド通信 40　募集・お知らせ

22　文芸『志』・季・折・々 44　暮らしのカレンダー
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私たち志布志市民は

し　　自然に親しみ、ふるさとを愛し

ぶ　　文化の香り高い先人の叡
え い ち

智に学び

し　　幸せと平和を求め

“こころざし” あふれるまちを創ります
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取
組
を
さ
ら
に
強
化
・
向
上

　

国
は
、
平
成
11
年
６
月
に
制
定
し
た
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に
お
い
て
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
21
世
紀
の
最

重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
（
５
ペ
ー
ジ
参

考
資
料
１
）
。

　

本
市
も
平
成
19
年
度
に
「
男ひ

と女
が
と
も

に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
、
平
成
24

年
に
「
第
2
次
男ひ

と女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
と
「
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
様
々
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
計
画
が
今
年
度
で
満
了
す

る
こ
と
と
、
国
が
「
第
4
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
（
５
ペ
ー
ジ
参
考
資
料
２
）

を
策
定
し
た
こ
と
に
よ
り
「
第
3
次
男ひ

と女

が
と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン･

第

2
次
Ｄ
Ｖ
対
策
基
本
プ
ラ
ン
」
、
そ
し
て

平
成
27
年
に
国
が
制
定
し
た
「
女
性
活
躍

推
進
法
」
に
基
づ
く
「
女
性
活
躍
推
進
計

画
」
を
策
定
中
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、
昨
年
度
行
わ
れ
た

市
民
の
方
々
へ
の
意
識
調
査
の
結
果
を
分
析

し
、
第
2
次
プ
ラ
ン
で
達
成
度
が
高
く
な

か
っ
た
も
の
な

ど
を
織
り
込
み
、

第
3
次
プ
ラ
ン

で
は
さ
ら
な
る

強
化･

向
上
を

目
指
し
ま
す
。

志
布
志
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

◆ 

任
期
：
２
年

◆ 

会
長:

中
西
浩
二

◆
副
会
長
：
津
町
千
代
子

◆ 

委
員
：
校
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
代
表
、

教
育
委
員
代
表
、
小･

中
学
校
長
代
表
、

民
生･

児
童
委
員
代
表
、
地
域
女
性
連

絡
協
議
会
代
表
、
人
権
擁
護
委
員
代
表
、

そ
お
鹿
児
島
農
業
協
同
組
合
代
表
、
企

業･

事
業
所
代
表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
代
表
、
大
隅
地
域
振
興
局
代
表
、
曽

於
畑
地
か
ん
が
い
農
業
推
進
セ
ン
タ
ー

代
表
〔
各
1
名
〕
、
一
般
公
募
4
名

　

プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
、
市
民
代
表
者
14

人
で
構
成
さ
れ
る
志
布
志
市
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
で
調
査
活
動
や
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

懇
話
会
は
、
市
民
２
０
０
０
人
を
対
象

に
実
施
し
た
住
民
意
識
調
査
の
分
析
結
果

か
ら
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
問
題

点
を
取
り
ま
と
め
、
7
月
に
市
へ
提
言
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
の
内
容
は
、
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

「
第
３
次
男ひ

と女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
策
定
中
！

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

女
性
、
男
性
と
い
う
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
、
そ
の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
人
権
の
尊
重
や
男
女
平
等
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
教
育
や
学
習
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

志
布
志
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
自
由
に
選
択
し
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
い

な
が
ら
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ　あらゆる分野における女性の活躍

　１　男性中心型労働慣行等の変革と女性の活躍

　２　政策・方針決定過程への女性の参画拡大

　３　 雇用等における男女共同参画の推進と仕事と生

活の調和

　４　  地域・農山漁村、環境分野における男女共同参

画の推進

　５　科学技術・学術における男女共同参画の推進

Ⅱ　安心・安全な暮らしの実現

　６　生涯を通じた女性の健康支援

　７　女性に対するあらゆる暴力の根絶

　８　 貧困、高齢、障害等により困難を抱えた女性等

が安心して暮らせる環境整備

Ⅲ　男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

　９　男女共同参画の視点に立った各種制度等の整備

　10　 教育・メディア等を通じた意識改革、理解の

促進

　11　 男女共同参画の視点に立った防災・復興体制

の確立

　12　男女共同参画に関する国際的な協調及び貢献

Ⅳ　推進体制の整備・強化

国の第４次男女共同基本計画

施策の基本方向と具体的な取組

【平成 27 年 12 月 25 日決定】

参考資料２

１　男女の人権の尊重（第３条）

　要旨： 男女の個人としての尊厳を重んじ、男女の差

別をなくし、男性も女性もひとりの人間とし

て能力を発揮できる機会を確保していく。

２　 社会における制度又は慣行についての配

慮（第４条）

　要旨： 固定的な性別役割分担意識にとらわれず、男

女が様々な活動ができるよう社会の制度や慣

行について考えていく。

３　 政策等の立案及び決定への共同参画（第５条）

　要旨： 男女が社会の対等なパートナーとして、いろ

いろな方針の決定に参画できるようにする。

４　家庭生活における活動と他の活動の両立（第６条）

　要旨： 男女が対等な家族の構成員として互いに協力

し、社会の支援も受け、家族としての役割を

果たしながら、仕事や学習、地域活動ができ

るようにする。

５　国際的協調（第７条）

　要旨： 他の国々や国際機関とともに相互に協力して

取り組んでいく。

男女共同参画社会基本法

５つの基本理念

参考資料１

「第 2 次男
ひ と

女がともに輝くまちづくりプラン・ＤＶ対策基本プラン」

で達成度が低下した・増加数値が高くないもの

◆男女共同参画を推進し、多様な選択を可能にする教育 ･ 学習の充実

◆男女共同参画社会の形成を阻害する社会制度 ･ 慣行の見直し、意識の改革

◆地域社会づくり活動への男女の参画の促進

◆安心して子育てができる環境の整備

◆高齢者や障がい者が安心して暮らせる社会の整備

◆生涯を通じた健康支援

◆ＤＶを許さない意識づくり
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　市では、男女共同参画社会の実

現に向けて、施策及び重要事項を

審議する『志布志市男女共同参画

推進懇話会』を設置しています。

　学識経験者、市民団体代表、一

般公募で選ばれた委員で構成さ

れ、「男女（ひと）がともに認め

合い、いきいきと輝くまち」を目

指したまちづくりへの推進に係る

意見や助言を求めることを目的と

しています。

　現委員の任期が３月末で満了す

る事から、次のとおり一般公募に

ついて募集します。

◆募集人数：４人

◆ 応募資格：20 歳以上の方で、志

布志市内にお住まいの方

◆任期： 平成 30 年４月１日から

平成 32 年３月 31 日まで

◆ 応募方法：電話、FAX、郵送、E

－ｍ ail のいずれかの方法にて、

「男女共同参画推進懇話会委員

希望」と明記し、「住所、氏名、

電話番号、年齢、性別、職業」

を書いてお送りください。

◆申込期限：３月 23 日（金）

　市では女性の活躍推進につい

て、女性が個性と能力を十分に発

揮できるよう女性の意見を取り入

れ、市政に反映させ、女性の活躍

の推進に関する施策を推進するた

め『志布志市女性活躍推進会議』

を設置しています。

　男女共同参画、教育、福祉、保健、

労働などの分野において、さまざ

まな立場にある女性の意見やニー

ズに基づき、女性が活躍できる取

組について研究、協議を行ってい

ます。

　現委員の任期が３月末で満了す

る事から、次のとおり一般公募の

委員を募集します。

◆募集人数：15 人

◆ 応募資格：20 歳以上の方で、志

布志市内にお住まいの女性

◆任期： 平成 30 年４月１日から

平成 32 年３月 31 日まで

◆ 応募方法：電話、FAX、郵送、E

－ｍ ail のいずれかの方法にて、

「志布志市女性活躍推進会議委

員希望」と明記し、「住所、氏名、

電話番号、年齢、性別、職業」

を書いてお送りください。

◆申込期限：３月 23 日（金）

いっしょに考えて

みませんか？

男女共同参画社会

あなたの意見を

ぜひ、市政に

志布志市
男女共同参画
推進懇話会

委員募集！委員募集！

女性活躍推進会議

あ な た の 参 画 を お 待 ち し て い ま す ！

■問い合わせ・申込先：

　企画政策課　男女共同参画推進室　男女共同参画係

　℡：474-1111（内線 250・258）　　　FAX：474-2281　　　E-mail：kyoudousankaku ＠ city．shibushi．lg．jp

　男女が性別にかかわらず、自立した個人として、個性と能力を十分に発揮できるような

環境をつくるためには、次世代を担っていく子どもたちが、道徳教育等をとおして、人権尊重を

基盤にした男女共同参画についての正しい理解と認識を培っていくことが重要です。

　子どもたちが、自分自身と相手を尊重できる豊かな人間性や、人生において多様で納得した選択

を可能にする力を養うために、子どもの発達段階に応じた教育や学習の機会を推進する必要があ

ります。

互いを尊重す
る意識を育む
教育の推進

　ともに子育てや家庭生活、地域活動等を担っていくためには、男性中心型労働慣行の長時間

労働を削減するとともに、多様で柔軟な働き方を見直すことにより、男女が性別による固定的役

割分担にとらわれず、ともに活躍できる社会の形成が重要であり、職場における格差の是正、男女

の働き方・暮らし方・意識を変革し、お互いに責任を分かち合いながら、家事・育児・介護等へ

の参画を促す必要があります。

  仕事と生活の調
和（ワーク・ラ
イフ・バランス）
の推進

　国は、2020 年までにあらゆる分野において女性が占める割合を 30％以上になること

を目標にしています。

　志布志市においても、その数値目標を達成できるよう、活力ある社会づくりを推進するには女

性が本来持っている力を伸ばし、その考え方や意見を施策・方針決定過程の場等に生かしていくと

ともに、男女の意見が、ともに反映されるバランスのとれた施策を実施するために、積極的改善

措置（ポジティブ・アクション）をとりながら、女性が参画できる環境を整えていくことが大

切です。

  政 策・ 方 針 決 定
過 程 へ の 女 性 の
参画の拡大

　あらゆる暴力は、重大な人権侵害であり、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）や

若年層のデートＤＶ、ストーカー行為、セクシュアル・ハラスメント等の問題は深刻な社会問

題であり、その被害者の多くは女性です。

　ＤＶ被害者を生まないように、男性、女性がお互いを対等なパートナーとして、人権を尊重する

意識を、小さい頃から育むための教育や学習が最も大切であると考えます。

　ＤＶに対する正しい理解と、あらゆる情報に対して正しく判断する能力を醸成するための広報・啓

発の推進や被害者の相談体制の充実と関係機関との迅速な連携をつくらなければなりません。

 あらゆる暴力の
根絶と被害者支援

　障がい者、高齢者、外国人などの世帯やひとり親世帯など、家

族形態の多様化にともない、それぞれの家庭のあり方が尊重さ

れ、住み慣れた地域の中で、安心・安全に暮らせるように個人の

心身の状態や生活状況に応じた支援が重要となります。

 様々な困難を抱
えた人たちが安
心して暮らせる
環境の整備

　防災については、地震、津波などの災害が想定されていることから、先進地事例に学び

災害発生時の支援体制を確立することが重要です。

　災害時の被害の最小化のためには、地域における組織を作ることが必要ですが、防災に関する政

策・方針決定への女性の参画率は高くありません。

　災害発生時の避難所運営、被害者支援等に女性の視点を導入し、一人ひとりを尊重して、安心

できる計画を策定しなければなりません。

  男女共同参画の
視点に基づく防
災対策・復興支
援の確立

志布志市男女共同参画推進懇話会の提言内容

1

２

２

４

３

６

５

　女性の視点に立った防災活動に

取り組むため、『志 ( こころざし )

おごじょ隊』は防災意識の啓発

や情報の提供を行うことを目的と

したボランティア活動をしていま

す。

　「自らの命は自ら守る」ため、

多くの人の参加をお待ちしていま

す。

◆ 応募資格：20 歳以上の方で、志

布志市内にお住まいの女性

◆ 応募方法：電話、FAX、郵送、E

－ｍ ail のいずれかの方法にて、

「志おごじょ隊入団希望」と明

記し、「住所、氏名、電話番号、

年齢、性別、職業」を書いてお

送りください。

◆申込期限：３月 23 日（金）

男女共同参画の視点で

防災に取り組んでいます！

隊員募集！

志
こころざし

おごじょ隊
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　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。 

通山ＦＣが霧島市クリスマスサッカーフェスタに出場

し、Ｂパート優勝しました。

　12 月 23 日、霧島市で開催された同大会に通山

保育園の園児だけで結成された幼児サッカーチーム

通山ＦＣが出場し、Ｂパート優勝しました。同大会

は、鹿児島県を代表する強豪幼稚園・保育園チーム

が多数参加する大会で、通山ＦＣは結成からわずか

２年でＢパート優勝という快挙を成し遂げました。

幼児サッカー大会で優勝しました

野須俊志君（通山小１年）が平成 29 年度鹿児島県小中学

校人権作文コンテストで最優秀賞を受賞しました。

　12 月 18 日、野須君が保護者、瀬戸校長先生と

ともに教育長室を訪れ受賞を報告しました。

　野須君は、アメリカで生活していた時に、多くの

国籍、人種の友だちに仲良くしてもらった体験から、

自分も誰にでも優しくしようという気持ちを「みん

なちがう」という作文にしました。

思いやりの心を作文にしました

通山小学校学校応援団が平成 29 年度「地域学校協働活

動」推進に係る文部科学大臣表彰を受賞しました。

　12 月 18 日、同応援団の代表を務める宮原孝雄

通山校区公民館長と瀬戸校長先生が教育長室を訪れ

受賞を報告しました。

　同応援団は、交通安全活動や校庭の環境整備のほ

か、通山海岸で産卵するウミガメのふ化場の設置な

ど特色ある活動を行っています。

地域ぐるみで学校を応援

本田　誠さん（有明町山重）が社会福祉功労者に対する

厚生労働大臣表彰を受章しました。

　12 月 15 日、市長室において表彰伝達式があり

ました。本田さんは、平成 4 年から現在まで民生

委員・児童委員として生活上の相談、適切な支援や

サービスへの「つなぎ役」として職務に精励され、

永年にわたる活動とその功績が特に顕著であると認

められ、今回の受章となりました。

永年の功績が称えられました

　

第
９
回
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り

選
手
権
で
は
、
第
８
回
大
会
で
上

位
入
賞
し
た
シ
ー
ド
の
３
つ
の
ど

ん
ぶ
り
と
、
予
選
会
を
勝
ち
上

が
っ
た
11
の
ど
ん
ぶ
り
が
、
日
本

一
の
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
の
座
を
競

い
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ご
当
地
ど

ん
ぶ
り
を
目
当
て
に
、
延
べ
45
万

人
が
来
場
し
、
お
気
に
入
り
の
一

杯
に
投
票
す
る
形
で
グ
ラ
ン
プ
リ

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
布
志
発
か
ご
し
ま
黒
豚
三

昧
は
、
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に

１
万
７
６
５
４
食
（
１
日
平
均

１
７
６
０
食
超
）
の
ど
ん
ぶ
り
を

を
販
売
。
投
票
の
結
果
、
見
事
グ

ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　

予
選
会
を
勝
ち
上
が
っ
て
初
出

場
し
た
第
３
回
大
会
か
ら
7
年
。

『
志
布
志
の
美
味
し
い
も
の
を
全

国
へ
届
け
た
い
』
と
い
う
思
い
で

民
間
・
商
工
会
・
市
役
所
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
挑
戦
し
続
け
、「
志

布
志
発
か
ご
し
ま
黒
豚
三
昧
」
は

つ
い
に
日
本
一
の
ご
当
地
ど
ん
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。

第
９
回
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権

グ
ラ
ン
プ
リ

　

１
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の
10
日
間
、
「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
の
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
「
第
９
回
全
国
ご

当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
」
が
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
出
場
し
た
志
布
志
い
い
肉
食
べ
さ
せ
隊

の
「
志
布
志
発
か
ご
し
ま
黒
豚
三
昧
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
・
観
光
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

志布志いい肉食べさせ隊のスタッフの皆さん。期間中、朝 10 時から夜９時まで

どんぶりを作り、喉が潰れ声をガラガラにしながらもお客様を呼び込み続けて掴

んだ待望のグランプリに喜びを爆発させました。

多くのお客様でにぎわう志布志発かごしま
黒豚三昧のブース

〝
志
布
志
発
〟
か
ご
し
ま
黒
豚
三
昧

　
　

７
年
越
し
の
日
本
一
達
成
！

第３回　背白ちりめん三昧丼（志布志背白ちりめん黒潮隊）  初挑戦で予選会を突破し本戦出場

第４回　志布志黒豚三昧丼（志布志黒潮隊）    黒豚のどんぶりで再び予選会を突破

第５回　志布志黒豚三昧丼（志布志黒潮隊）    黒豚のどんぶりで三度予選会を突破

第６回　″志布志発″かごしま黒豚三昧（志布志いい肉食べさせ隊） ３位入賞　シード権獲得

第７回　″志布志発″かごしま黒豚三昧（志布志いい肉食べさせ隊） 凖グランプリ　シード権獲得

第８回　″志布志発″かごしま黒豚三昧（志布志いい肉食べさせ隊） 凖グランプリ　シード権獲得

第９回　″志布志発″かごしま黒豚三昧（志布志いい肉食べさせ隊） グランプリ・観光庁長官賞受賞

全国ご当地どんぶり選手権　グランプリ獲得までの軌跡

ご当地どんぶり

日本一
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市とサンキョーミート株式会社（楠本幸二代表取締役）が

有明町に豚肉処理工場を増設する立地協定を締結しました。

松山町新橋地区と泰野地区で正月の伝統行事鬼火焚きが

行われ、無病息災を祈願しました。

　１月 18 日、市役所において県立会いの下で調印

式が行われました。今回の増設は、生産能力の強化

のため既存工場の「豚と畜・カットライン」が増設

されます。増設により豚肉の処理能力が約 4 割増

加するほか、40 名の新規雇用が見込まれ、地域経

済の発展に大きく寄与するものと期待されます。

　１月 13 日、新橋地区と泰野地区でそれぞれ鬼火

焚きが行われました。

　新橋地区では、城南保育園の年長組の園児が小学

校で頑張ることを発表し、元気良くお遊戯を披露し

ました。また、温かいぜんざいや餅が振る舞われ、

参加者は餅を鬼火焚きの火で焼いて食べました。

　泰野地区では、泰野小学校の 6 年生の「将来の夢」

の発表や子どもたちが手打ちしたそばが振る舞われ

ました。

鬼火焚き：竹の大きなやぐらとともに正月飾りを焼い

て、火と竹の弾ける音で祖霊とともに正月飾りについ

てきた鬼（悪霊）を追い払う鹿児島に伝わる正月行事。

鬼火焚きの残り火で餅を焼いて食べるとその 1 年間健

康でいられると言われています。

サンキョーミート㈱と立地協定

鬼火焚
た

きで無病息災を祈願

1 月 7 日、平成 30 年消防出初式が志布志消防署等で行

われ、市内の各分団が一堂に会しました。

　志布志消防署では、消防団ラッパ隊が吹奏する中、

末村光博団長を先頭に消防団員 354 人が行進を行

い、山重小学校少年消防クラブによる規律訓練等も

行われました。また、宝満橋近くの前川では放水訓

練が行われ、市文会館では消防庁長官表彰等の表彰

式や来賓祝辞などの式典が行われました。　

消防出初式を行いました

志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
８
日
、
志
布
志
ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
競

走
大
会
が
、
志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
48
チ

ー
ム
、
中
学
生
以
上
の
部
45
チ
ー
ム
の
計

93
チ
ー
ム
、６
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ガ
ー
駅
伝
で
は
、
申
告
し
た
タ
イ

ム
に
近
い
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
申
告
タ
イ

ム
賞
が
あ
り
、
参
加
者
は
ス
ピ
ー
ド
と
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る

ぜ
ん
ざ
い
や
、
若
葉
会
に
よ
る
お
茶
が
振

る
舞
わ
れ
、
選
手
や
応
援
に
こ
ら
れ
た
皆

さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
小
学
生
の
部
・
団
体
賞
1
位

●
小
学
生
女
子
：
高
山
Jr
Ｂ　

32
分
44
秒

●
小
学
生
男
子
：
高
山
Jr
Ｄ　

30
分
21
秒

◆
小
学
生
の
部
・
申
告
タ
イ
ム
賞

● 

ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド　

あ
め
ん

ぼ
う
（
タ
イ
ム
差
４
秒
）

◆
一
般
の
部
・
団
体
賞
1
位

●
一
般
女
子
：
高
山
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ　

  

52
分
47
秒

●
一
般
男
子
：
尚
志
館
高
校
２
年　

46
分
07
秒

◆
一
般
の
部
・
申
告
タ
イ
ム
賞

●
大
崎
中
学
校
（
タ
イ
ム
差
２
秒
）

　

そ
の
他
、
区
間
賞
、
飛
び
賞
、
敢
闘
賞

が
あ
り
ま
し
た
。

①雨にも負けない、小学生の部の元気なスタート。

② 沿道の声援を力にラストスパート！

③一般男子の部は尚志館高校の生徒が 1・2・3 位を独占。

④タスキをつなぐ駅伝は仲間との絆も深まります。

⑤ ぬかるみに足を取られながらも一生懸命タスキをつなぎました。

⑥ あったか～いぜんざいを前に笑顔がこぼれます。 ⑤

④③

①

⑥

②

剣道県大会優勝！全国出場へ
志布志武道館剣道スポーツ少年団が県スポーツ少年団剣

道交歓大会で優勝し、全国大会への出場を決めました。

　12 月 24 日、同チームの下出旺承君（安楽小４年）、

児玉諒太郎君（安楽小５年）、福田聖奈さん（志布

志小６年）、八代ひなたさん（香月小６年）、横峯心

君（潤ケ野小６年）が鹿児島市で行われた同大会の

団体戦で優勝しました。同チームは３月 25 ～ 27

日に東京都で開催される全国大会に出場します。

　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 

竹の先に刺した餅を残り火で焼いて食べました。（新橋地区 )

パチパチと大きな炎を上げて燃えるやぐら。（泰野地区 )

①
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地
下
式
横
穴
墓
と
は
、
地
面
に
穴
を
掘
り
、

そ
の
穴
の
壁
か
ら
横
方
向
に
穴
を
掘
っ
て
作
ら

れ
た
お
墓
で
す
。
古
墳
時
代
に
特
徴
的
な
土
を

盛
り
上
げ
て
造
る
高
塚
墳
と
は
違
い
、
５
世
紀

か
ら
６
世
紀
の
頃
に
、
南
九
州
の
内
陸
部
か
ら

宮
崎
平
野
と
大
隅
半
島
に
か
け
て
数
多
く
造
ら

れ
た
、
こ
の
地
域
の
独
特
な
お
墓
で
す
。
志
布

志
湾
北
側
に
位
置
す
る
志
布
志
市
に
も
い
く
つ

か
の
地
下
式
横
穴
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
発
見
さ
れ
た
地
下
式
横
穴
墓
は
、
有
明

町
原
田
に
存
在
す
る
原
田
古
墳
か
ら
南
に
約

１
０
０
ｍ
付
近
の
場
所
で
、
道
路
工
事
中
に
地

面
が
陥
没
し
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
市
教
育
委
員

会
が
緊
急
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
中
か

ら
軽
石
製
組
合
石
棺
が
見
つ
か
り
、
そ
の
周
り

に
は
、
短
甲
（
胴
部
分
を
防
御
す
る
た
め
の
鉄

製
の
鎧
）
や
鉄
ヤ
リ
、
鉄て

つ
ぞ
く鏃

（
鉄
製
の
矢
尻
）
、

な
ど
の
副
葬
品
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

石
棺
の
中
か
ら
は
鞘
付
の
鉄
剣
と
刀
子
（
小

刀
）
が
発
見
さ
れ
、
被
葬
者
は
人
骨
か
ら
身
長

約
１
７
０
cm
の
成
人
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
下
式
横
穴
墓
は
地
下
に
造
ら
れ
て
い
る
た

め
、
盗
掘
を
受
け
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

多
く
は
副
葬
品
が
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
見
つ
か
っ
た
地
下
式
横
穴
墓
も
、
副

葬
品
の
残
り
の
状
態
が
良
く
、
鹿
児
島
県
で
の

発
見
例
も
少
な
い
た
め
、
多
く
の
研
究
者
か
ら

注
目
さ
れ
る
貴
重
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
下
式
横
穴
墓
は
竪
穴
を
深
く
掘
り
、
さ
ら

に
横
穴
を
掘
る
と
い
う
大
変
労
力
を
要
す
る
作

業
で
す
。
ま
た
、
高
塚
墳
と
比
べ
て
引
け
を
取

ら
な
い
副
葬
品
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
和
朝
廷
と
つ
な
が
り
の
あ
る
権
力
の
あ
る
人

物
が
存
在
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
原
田
古
墳
と
そ
の
周
り
の
古
墳
の
埋
葬
者

と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
古
代

の
志
布
志
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
大
発
見
！

原
田
地
下
式
横
穴
墓
」

写真：牛嶋茂氏

文： 志布志市教育委員会　　　　

生涯学習課 文化財管理室

石棺の上に置かれた鉄ヤリ

地下式横穴墓の断面模式図

第６回

副葬品の短甲（写真中央）と石棺（写真左）

発掘現場で説明会が開催されました
有明町原田で道路工事中に発見された「原田地下式横

穴墓」の発掘現場で現地説明会が行われました。

　１月 27 日、原田青少年館と発掘現場で行われた

説明会に 451 人が参加しました。参加者は原田青

少年館で写真等による説明やＶＲ（仮想現実）によ

る墓内部の擬似体験をしました。その後、マイクロ

バスに分乗して現地を見学しました。（13 ページに

原田地下式横穴墓の詳細を掲載しています。）

出水の歴史を学びました
志布志文化財愛護会の市外研修で出水市の文化財や歴

史を学びました。

　１月19日、市内に残る文化遺産の保護活動を行っ

ている文化財愛護会の市外研修が行われ、特別天然

記念物に指定されているツルや出水武家屋敷群を見

学しました。参加者は「志布志と違う出水の歴史を

学べて、勉強になった。文化財愛護会の文化財を守

る活動の参考になった」と話していました。

イラストレーター m
ま ぐ に ー

ugny の描くキャラクター「とり

もち」のイラスト写真等の展示が行われました。

　１月 13 日から 20 日まで、地域おこし協力隊の

岡華子さんが企画し、志布志市の風景写真にとりも

ちが描かれた mugny さんのイラストと岡さんが協

力隊の活動で行ったデザインが市文化会館で展示さ

れました。13、14、20 日には、とりもちのイラス

トに自分で色を塗る缶バッチづくりも行われました。

しぶしにとりもち展を開催

24 年目となる山形研修が行われ、市内の小学生 5・6

年生 9 名が山形県酒田市にホームステイしました。

　1 月 19 日～ 22 日の 3 泊 4 日で研修が行われ、

除雪体験やスキーや雪上でのバナナボートなど鹿児

島ではできない体験学習を行いました。研修生は、

「雪はきれいだったけど、雪に対する生活の工夫が

大切であることを学んだ」と話し、豪雪地域での暮

らしの工夫を肌で感じる研修となりました。

雪国の生活を体験しました

　　　　　まちの話題
市内では

いろんなことが

ありました。 
　　　　　まちの話題

市内では

いろんなことが

ありました。 
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ふるさと納税

14

応援したい自治体に寄附をすると、住所地の個人住民税などが軽減されるふるさと納税。志布志市は昨年

度を上回るご寄附（１月末現在約 28 億６千万円）を全国からいただいています。今回は、ふるさと納税

の使い道の中でも、志布志市が特に力を入れている「子育て支援」における活用状況をご紹介します。

■問い合わせ先：港湾商工課　ふるさと納税推進室　℡：474-1111（内線 261 ～ 263）

ウェルカム赤ちゃん事業

　この事業は、核家族化やライフスタイルの変化により不安や問題も多様化する中、妊娠・出産・子育てに対する切れ目

のない支援を行うことにより、妊婦さんや子育て中の家族が安心して子育てに集中できる環境や子どもたちが心身ともに

健やかに育つ環境づくりをサポートすることを目的としています。

　ウェルカム赤ちゃん事業では、訪問による相談、不妊治療の助成、妊婦歯科検診などを行っています。

ウェルカム赤ちゃん事業担当者の思い

　志布志市の子育て環境は、核家族化に伴い知り合いが少なかったり、相談

する人がいなかったり、不安を抱えながら子育てをしなければならない方が

多い現状です。そのような方々のつながりをサポートするため、保健師や栄

養士、子育て支援センターに気兼ねなく相談できる環境づくりが必要です。

　子育て中の家族が子どもの健やかな成長を見守ることをお手伝いできるこ

の環境は、寄附者の皆様のおかげだと感謝しています。本当にありがとうご

ざいます。   

《育児学級での離乳食試食の様子》

（晃弘さん）　日頃、仕事が忙しく子育ては母親任せになってい

るので、夫婦で育児学級に参加することで我が子の健康に関す

る様々なことを知る良いきっかけとなっています。全国の皆様

からいただいたご寄附で私達のような子育て世代は本当に助

かっています。本当にありがたいです。

（小百合さん）　我が子の健康状態を把握できたり、新生児の頃

に実際に家に保健師さんが訪問してくれて相談ができたことが

本当に有難かったです。育児学級では、同じ境遇のお母様方と

コミュニケーションを図ることができたので安心して子育てが

できています。全国の皆様のご寄附でこのような機会をいただ

いていることに感謝しています。

平成 29 年 12 月 22 日に健康ふれあいプラザで行われた育児学級の参加者に志布

志市の子育て支援についてインタビューしました。

（美帆さん）　初めての出産の時は、県外から志布志市へ来たば

かりで不安もありましたが、育児学級を通じて友達（相談する

相手）ができたことが助かったという記憶があります。育児に

関して忘れていることや変わっていることもあるので復習でき

たり、新たに学ぶ機会もあり本当に助かっています。

　離乳食の内容を変えるタイミングに不安があったのですが、

色々と教えてもらって不安も解消できました。

　子育て世代の私達のために、地域の人だけではなく、遠くの

方からも支えられてると思うと子育ても励みになりますし、大

事に子どもを育てていかなくてはと感じますね。いつかこの子

が恩返しできる心を持ってくれるよう育てたいと思います。

有川晃弘さん・小百合さん

宗
そ う ご

吾くん

木迫　美帆さん・玄
げ ん と

都くん

《ママのほっとカフェの様子》

ママのほっとカフェ参加者の声：

　ここには保育士さんがいて子どもの面倒を見てくれるので、気兼

ねなく集まったお母さんたちと子育ての悩みを話すことができます。

　産婦人科が無い志布志市は妊婦さんが集まる場が少ないので、助産

師の先生もいらっしゃるここで定期健診以外でも相談できる環境がと

てもありがたいです。

　地域に見守られながら子育てができる、ふるさと納税が私たち市民

のためにこんなに役立てられているこの環境にとても感謝しています。保健課　保健師
福重あやか さん

インタビュー



芽
め い

依 ちゃん翼
つばさ

 ちゃん汰
た い き

樹 ちゃん

１月に行われた５歳児歯科検診

で、むし歯も処置歯も無かった

子どもたちです！

む
し
歯

　

食
塩
（
塩
分
）
は
、
身
近
な
調
味
料

と
し
て
欠
か
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、
人

間
の
体
内
で
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
塩
分
の
と
り
過

ぎ
は
血
圧
を
上
げ
、
脳
卒
中
や
心
臓
病

の
危
険
性
を
高
め
た
り
、
心
臓
や
血
管

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
志
布
志
市
で
は
、
平
成
28

年
度
の
特
定
健
診
受
診
者
の
う
ち
50
・

５
％
の
方
が
高
血
圧
症
で
し
た
。

減
塩
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
？

　

舌
に
は
、
味
を
感
じ
る
「
味み

ら

い蕾
」
と

い
う
細
胞
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
数
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
頃
が
一
番
多
く
、
成
長
す

る
に
従
っ
て
減
っ
て
い
く
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
味
覚
が
敏
感
な
赤
ち
ゃ
ん
に
、

離
乳
食
初
期
か
ら
、
「
味
付
け
」
を
し

て
し
ま
う
と
、
刺
激
が
強
す
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
内
臓
も
未
発
達
な
の

で
、
腎
臓
や
消
化
器
官
に
負
担
を
か
け

て
し
ま
い
ま
す
。

減
塩
は
生
涯
を
通
じ
て
！

　

離
乳
食
を
始
め
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
「
濃
い
味
」
の
食
事
は
、
将
来
、
生

活
習
慣
病
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
度
、
「
濃
い
味
」

に
慣
れ
て
し
ま
う

と
、
薄
味
に
戻
す

の
は
大
変
で
す
。

幼
い
頃
か
ら
の
習

慣
が
、
生
涯
の
健

康
を
守
り
ま
す
。

減
塩
に
向
け
た
市
の
取
組

【
幼
児
を
対
象
と
し
た
取
組
】

　

幼
い
頃
か
ら
、
『
お
い
し
い
素
』
で

あ
る
、
『
天
然
の
だ
し
』
を
効
か
せ
た

食
事
を
習
慣
化
す
る
こ
と
で
、
素
材
の

味
や
旨
味
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
調
味
料
で
付
け
た

濃
い
味
や
、
油
の
過
剰
摂
取
を
防
い
で

く
れ
る
『
和
食
』

に
慣
れ
親
し
む

こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
10
か
所
の

保
育
園
・
幼
稚

園
で
「
ふ
れ
あ

い

食

体

験

事

業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
成
人
を
対
象
と
し
た
取
組
】

　

特
定
健
診
（
検
診
）
会
場
や
特
定
健

診
結
果
報
告
会
で
、
減
塩
味
噌
汁
の
試

飲
や
、
自
宅
か
ら
お
持
ち
い
た
だ
い
た

味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
測
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

志
布
志
市
の
減
塩
状
況
は
？

　

平
成
29
年
度
の
特
定
健
診
結
果
報
告

会
で
、
自
宅
か
ら
お
持
ち
い
た
だ
い
た

味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
測
定
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
市
全
体
で
『
３
割
の
方
が
「
濃

い
」
味
を
摂
取
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
』

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

自
分
で
は
薄
味
の
つ
も
り
で
も
、
つ

い
つ
い
濃
い
味
付
け
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
高
血
圧
学
会
で
は
毎
月
17
日
を

減
塩
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
月
に
一
日
、
ご
家
族
で
減
塩

を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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保健・医療・健康に関する情報を発信！

Health up for Smile! 　保健師・栄養士メモ 
志布志市健康カレンダー（２月・３月）

健（検）診や健康相談・育児相談をご利用ください。

健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。

保健課  保健対策係  ℡：474 - 1111（内線 164 ～ 168）　問

日曜・祝日当番医

※ 夜間に病気やケガで困ったときは「曽於医師会夜間急病セ

ンター（℡：482-5899)」までお問い合わせください。

※ 都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機関は、電話での

テープ案内（℡ 0986-23-5555）をご活用ください。

※ 受診すべきか判断がつかない場合は大隅広域夜間急病セン

ター電話相談（℡ 0994-45-4119）をご利用ください。

塩
分
の
過
剰
摂
取
は
万
病
の
元
!?

～
家
族
で
減
塩
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
～

今月お話しするのは…

管理栄養士の君
きみやす

安です！

平
成
30
年
度
は
、
女

性
が
ん
検
診
の
会
場

で
、
味
噌
汁
の
塩
分

濃
度
測
定
と
、
減
塩

味
噌
汁
の
試
飲
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

母子手帳の交付日は…

● 本庁：第１・第３水曜日の午後

● 松山支所：第２・第４水曜日の午前

● 志布志支所：毎週月曜日の午前

美 味 し く 減 塩 す る コ ツ

●よく噛んで食べる。

●旬の新鮮な食材を使う。

● 風味、うま味を持つ、天然

だしを利用する。

● 酢や柑橘類、スパイスや香

味野菜を使う。

●野菜や海藻をたっぷり食べる。

●適量の果物を食べる

● 食塩は、ミネラル豊富な天

然塩や自然塩を使う。

●  1 品 は し っ か り と 味 を 効 か

せ、味にメリハリをつける。

● 漬 物 や め ん 類 の 汁 な ど、 塩 分

の多い食品は意識して減らす。

● かけじょうゆなどの、食卓

調味料を使う習慣を見直す。

２月

18 日 曽於医師会立有明病院 （内科） ℡ 477-1111

はまさき耳鼻咽喉科 （耳鼻咽喉科） ℡ 473-3387

25 日 さくらやまクリニック （泌尿器科、内科）℡ 472-1100

山口内科 （内科） ℡ 473-1188

３月

４日 井手小児科 （小児科） ℡ 473-3211

大山病院 （内科） ℡ 472-1400

11 日 えびはら皮ふ科 （皮膚科） ℡ 478-0370

手塚クリニック （内科、外科） ℡ 472-5565

18 日 ひろた小児科 （小児科） ℡ 471-6111

みやじクリニック （内科、放、呼、胃）℡ 471-5000

21 日 山下クリニック （内科、外科） ℡ 487-9001

25 日 藤後クリニック （内科） ℡ 472-1237

陽春堂内科診療所 （内科） ℡ 472-5511

１歳６か月児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

２月 1 4 日（水）：健康ふれあいプラザ

３月 1 4 日（水）：健康ふれあいプラザ

３歳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

２月 2 1 日（水）：健康ふれあいプラザ

３月 2 8 日（水）：健康ふれあいプラザ

乳児健診【13：00 ～ 13：30 受付】

３月 １ 日（木）：健康ふれあいプラザ

両親学級【９：20 ～９：30 受付】

２月 2 0 日（火）：健康ふれあいプラザ

３月 ４ 日（日）：子育て支援センター「はぐくみランド」

５歳児歯科検診【13：00 ～ 13：30 受付】

２月 1 6 日（金）：健康ふれあいプラザ

１歳児お誕生相談【９：30 ～ 10：00 受付】

２月 2 7 日（火）：やっちくふれあいセンター

３月 1 6 日（金）：川西地区公民館

育児相談【10：30 ～ 12：00】

２月 2 7 日（火）：やっちくふれあいセンター

３月 1 6 日（金）：川西地区公民館

育児学級【９：30 ～ 10：00 受付】

２月 2 3 日（金）：健康ふれあいプラザ

３月 2 3 日（金）：健康ふれあいプラザ



　

鹿
児
島
県
で
は
飼
い
猫
の
適
正
飼
養
の
推
進

と
、
終
生
飼
養
の
啓
発
を
目
的
と
し
、
毎
年
２
月

を
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
昨
年
度
２
１
６
８
匹
の
猫
が
保
健

所
に
引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
易
な
理
由
で
引
取

り
を
依
頼
す
る
前
に
、
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
果

た
し
ま
し
ょ
う
。

「
猫
の
適
正
飼
養
」
と
は
？

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
は
室
内
で
飼
い
、
交
通
事
故
、
争
い
に
よ
る

ケ
ガ
、
感
染
症
な
ど
の
危
険
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
ん
尿
や
、
ゴ
ミ
を
荒
ら
す
、
鳴
き
声
が
う
る

さ
い
な
ど
の
、
猫
に
よ
る
周
囲
の
人
へ
の
被
害
を

な
く
す
こ
と
は
飼
い
主
の
責
務
で
す
。

　

猫
を
自
由
に
放
し
て
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
は
、
猫
に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
な
い
で
い
る
と
、
知
ら

な
い
間
に
子
猫
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
匹
の
メ
ス
猫
か
ら
子
猫
が
生
ま
れ
、
１
年
後
に

は
合
計
20
匹
以
上
に
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

責
任
を
持
っ
て
世
話
が
で
き
る
頭
数
な
の
か
を

良
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
妊
・
去
勢
手
術
は
、
病
気
の
予
防
や

ス
ト
レ
ス
の
軽
減
の
ほ
か
、
オ
ス
同
士
の
争
い
や

マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り
ま
す
。

迷
子
札
等
で
所
有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
迷

子
札
等
で
所
有
明
示
（
身
元
表
示
）
を
し
ま
し
ょ

う
。
た
と
え
室
内
飼
い
で
あ
っ
て
も
、
開
い
た
ド

ア
か
ら
の
脱
走
や
突
然
の
災
害
な
ど
で
驚
い
て
逃

げ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

動
物
か
ら
の
感
染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
30
年
１
月
、
国
内
で
初
め
て
犬
や
猫
な
ど

か
ら
う
つ
る
と
さ
れ
る
感
染
症
で
人
が
死
亡
し
た

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

飼
育
し
て
い
る
犬
や
猫
が
ク
シ
ャ
ミ
、
鼻
水
な

ど
の
風
邪
の
様
な
症
状
、
皮
膚
炎
、
皮
膚
や
粘
膜

潰
瘍
な
ど
を
示
し
て

い
る
と
き
は
、
早
め

に
獣
医
師
の
診
断
を

受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

感
染
予
防
の
た
め
、

動
物
と
触
れ
あ
っ
た

後
は
手
洗
い
を
確
実

に
行
う
な
ど
衛
生
管

理
を
行
い
、
感
染
の

リ
ス
ク
を
低
減
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
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図書館へ行こう。
～一冊の本との出会いが あなたの人生を変える～

■問い合わせ先：志布志市立図書館 　Tel ：472-3322　URL：http://www.shibushicity-lib.jp

１
月
の
新
刊

図
書
館
が
お
す
す
め
す
る
『
テ
ー
マ
図
書
』

Information

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
何
？
風
邪
を
引
く

の
は
な
ぜ
？

　

そ
ん
な
疑
問
に
答
え
る
本
や
免
疫
力
を
あ

げ
る
た
め
の
食
事
の
本
な
ど
、
今
の
時
季
に

読
ん
で
欲
し
い
本
を
集
め
ま
し
た
。

　

寒
い
冬
、
み
ん
な
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

「 免 疫 を 上 げ て　　
　　　　健康生活」

◆ 図書館まつり 2018 にみんなおいでよ！

　２月 24日（土）・25日（日）に図書館まつりが開催されます。

　24日は読書感想文感想画コンクール表彰式・かごしま弁のおはなし会・

図書館まつりおはなし会など、25 日は工作教室・本探しゲーム・一箱古

本市・アニメ上映会などが行われる予定です。

◆ 一日だけの「本屋さんごっこ」一箱古本市の出店者を募集します！

　２月 25 日開催の図書館まつりで行う一箱古本市の出店者を募集中で

す。本と人との出会いを求めて、一日限りの本屋さんごっこに参加しま

せんか？皆様の参加をお待ちしています。

◆ 宅配サービスの希望者を募集します！

　市立図書館では、ご高齢または身体的な都合による交通弱者のご自宅

やご利用の福祉施設まで本を届けるサービスを行っています。希望され

る方はお問い合わせください。　

※ 上記について、詳しくは図書館ホームページをご覧になるか、図書館までお気軽にお問い合わせください。

◆
「
牛
天
神　

損
料
屋
喜
八
郎
始
末
控
え
」

　
　
　

 

山
本 

一
力
／
著 

　

不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
江
戸
。
同
心
を
辞
し
、

庶
民
相
手
に
鍋
釜
や
小
銭
を
貸
す
「
損
料
屋
」
と

し
て
暮
ら
す
喜
八
郎
の
地
元
で
、
い
き
な
り
大
工

事
が
始
ま
っ
た
。
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
る
住
人
た

ち
に
喜
八
郎
は
…
。
『
オ
ー
ル
讀
物
』
連
載
を
単

行
本
化
。

文藝春秋

◆
「
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
」　

 　

 　
　

   

矢
月 

秀
作
／
著 

　

ベ
テ
ラ
ン
刑
事
・
野
村
は
少
女
誘
拐
事
案
の
捜

査
を
任
さ
れ
た
。
稚
拙
な
犯
行
と
思
わ
れ
た
が
、

犯
人
の
意
外
な
手
口
に
捜
査
は
難
航
。
そ
れ
で
も

逮
捕
寸
前
ま
で
追
い
つ
め
た
の
だ
が
、
犯
人
の
足

跡
が
忽
然
と
消
失
。
野
村
の
脳
裏
に
、
あ
る
事
件

と
の
因
縁
が
駆
け
巡
る
…
。

河出書房新社

一 

般

■
「
Ｒ
Ｄ
Ｇ 

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ガ
ー
ル　

氷
の
靴
ガ
ラ
ス
の
靴
」        

著
：
荻
原 

規
子

■
「
父
子(

お
や
こ)

ゆ
え　

摺
師
安
次
郎
人
情
暦 

」 

　

   

著
：
梶 

よ
う
子  

■
「
ミ
レ
ニ
ア
ム 

５　

復
讐
の
炎
を
吐
く
女 

（
上
・
下
）
」 

　

著
： 

ダ
ヴ
ィ
ド
・
ラ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ン
ツ　

訳
：
ヘ
レ
ン
ハ
ル
メ
美
穂
・
久
山
葉
子

児 

童
■ 

「
十
代
最
後
の
日 

こ
わ
い
物
語
」 

著
：
赤
川 

次
郎

■
「
図
書
館
に
つ
づ
く
道
」　
　

著
：
草
谷 

桂
子

■
「
ぼ
く
ら
の
山
の
学
校
」　

著
：
八
束 

澄
子

休館日のお知らせ

【２月】　19日（月）、21 日（水）、26 日（月）

【３月】　５日（月）、12日（月）、19 日（月）、22 日（木）、26 日（月 )

Ecology

Communication

本庁 市民環境課 環境政策室 環境政策係　℡：474 - 1111（内線 134）

松山支所 総務市民課 ℡：487 - 2111（内線 224）志布志支所 市民税務課 ℡：472 - 1111（内線 224）問

2 月は「猫の適正飼養推進月間」

２月１日～ 28 日は省エネルギー月間です

エコ通信

おはなし会へ出かけよう！

２月・３月（土曜日開催）

本館
10時30分 ～

２月 17 日、24 日（図書館まつり）

３月３日、10 日、17 日

志布志分館
10時30分 ～

２月 17 日

香月分館
10時30分 ～

２月 17 日

安楽分館
10時30分 ～

２月 17 日

松山分館
10時 ～

２月 15 日（木 )

有明分館
10時 ～

２月 17 日、3 月 10 日

◆志ふれあい交流館「アニメ上映会」

　【毎週日曜日 午後３時～】

　２月 18 日、25 日

　３月 ４ 日、11 日、18 日

※ 内容は「まんが日本昔ばなし」「おれたち

ともだち」など。

　２月４日は立春。暦の上では春ですが、この時期は１年の中で最も寒く、灯油やガス、電気などの暖

房器具でエネルギーの消費が増えるため、２月は「省エネルギー月間」とされています。

　省エネは家計の節約だけでなく、二酸化炭素の削減など地球温暖化防止にもつながります。

　使っていない部屋の明かりや見ていないテレビをつけっぱなしにしていないか、暖房が効き過ぎてい

ないか、不必要な水を出しっぱなしにしていないかなど、日常生活を見直してみましょう。
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人
口
減
少
の
深
刻
な
事
態
を
受
け
、
国

は
平
成
26
年
９
月
に
、
地
方
創
生
に
取
り

組
む
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い

て
も
、
平
成
27
年
10
月
に
「
志
布
志
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と　

こ
こ
ろ
ざ
し
創
生

戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
ま
ち
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

志
布
志
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

「
志
布
志
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と　
　

こ
こ
ろ
ざ
し
創
生
戦
略
」
基
本
目
標
２

　

市
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
交

流
人
口
を
増
や
す
」
た
め
に
志
布
志
市
が

取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、
「
移
住
者
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増
加
に
向
け
た
情
報
発
信

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
」
と
答
え
た
方

の
割
合
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
」
や
「
地

域
資
源
を
活
か
し
た
中
山
間
地
域
の
振

興
」
と
答
え
た
方
も
比
較
的
多
く
、
ま
ち

や
農
村
の
活
性
化
は
、
住
民
満
足
度
の
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
本
市
へ
の
新
し
い
ひ

と
の
流
れ
―
交
流
人
口
の
増
加
の
た
め
に
、

必
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
を
「
定
住

人
口
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
「
交
流
人
口
」

と
は
、
そ
の
地
域
に
観
光
や
通
勤
・
通
学
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

等
の
目
的
で
訪
れ
る
人
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。
定
住
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
近
年

で
は
、
こ
れ
ら
観
光
客
や
そ
の
他
目
的
に

よ
る
滞
在
者
と
い
っ
た
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
で
、
そ
の
後
の
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

交
流
人
口
の
増
大
に
向
け
て

　

志
布
志
駅
や
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

を
拠
点
と
し
た
志
布
志
中
心
市
街
地
と
港
周

辺
、
志
布
志
麓
地
区
を
中
心
と
し
た
歴
史
・

文
化
資
源
、
ダ
グ
リ
岬
周
辺
の
豊
富
な
海
洋

自
然
な
ど
、
観
光
分
野
を
強
化
す
る
こ
と
で

交
流
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等

の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
、
地
域
の
基
幹
産
業

を
支
え
る
農
業
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き

る
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
農
家
民
泊
）

に
よ
る
団
体
受
入
の
拡
大
は
、
レ
ジ
ャ
ー
・

ス
ポ
ー
ツ
分
野
と
観
光
分
野
を
連
動
さ
せ

ど
う
す
る
？
人

口

減

少

問

題

第
５
回

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
志
布
志
市
へ
の
新

し
い
ひ
と
の
流
れ
が
期
待
で
き
ま
す
。

交
流
人
口
増
か
ら
移
住
者
増
へ

　

本
市
で
は
、
一
時
的
な
滞
在
か
ら
移
住
、

ひ
い
て
は
定
住
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
左
図
の

よ
う
な
移
住
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
住
民
向
け
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に
志
布

志
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
都
市
部
か

ら
本
市
へ
の
移
住
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
都
市
部
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る

な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　

企
画
政
策
課
で
は
、
市
内
の
空
き
家
や

空
き
地
を
調
査
し
、
所
有
者
の
同
意
の
も

と
、「
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
に

登
録
し
物
件
情

報
を
公
表
す
る

こ
と
で
、
利
活

用
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

次
回
も
引
き
続
き
、
地
方
創
生
に
関
す

る
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

本庁 企画政策課 地方創生推進室（シシガーデン事務局）℡：474-1111（内線 254）問

志布志市が取り組む「ブランドづくり」を紹介します！

こ こ ろ ざ し ブ ラ ン ド 通 信 Shibushi Brands News 

『
地
方
創
生
に
向
け
た
ふ
る
さ
と
納
税
活
用
の
新
た
な
指
針

〜
観
光
・
特
産
品
振
興
と
移
住
定
住
施
策
の
連
携
可
能
性
②
〜

』

こ
こ
ろ
ざ
し
コ
ラ
ム　

第
42
回

コラムニスト：ふじやま学校 

代 表 取 締 役 坂 本 貴 弘 神 奈 川 

県出身。鹿児島県特産品協会

ブランド・コーディネーター、

志布志市 地方創生 総合アドバ

イザー／物産振興総合アドバ

イザー／ブランド推進アドバ

イザー等を兼任し、地域活性

化のための政策やブランド 作

りに携わる。東京大学卒業。

移住定住拡充プロジェクト

※ いずれも条件に応じた助成となりますので、該当す

るかどうか、詳しくは市役所企画政策課または建設

課までお問い合わせください。

定住促進のため住宅用地の分譲を

行います。  　（企画政策課）

①土地を買う

新築や中古住宅購入に掛かる費用

を一部助成します。 （企画政策課）

②家を買う

現存の住宅や空き家のリフォームに掛かる費用を一部

助成します。    （建設課）

③家のリフォーム

空き家番号 37（賃貸・売却物件）

　

志
布
志
市
の
本
質
的
な
価
値
や
発
展

の
可
能
性
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
コ
ラ

ム
、
前
回
に
引
き
続
き
今
回
も
「
ふ
る

さ
と
納
税
と
地
域
観
光
・
特
産
品
振
興
、

移
住
定
住
の
連
携
可
能
性
」
に
つ
い
て

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
１
月
26
日
、
総
務
省
よ
り

「
こ
れ
か
ら
の
移
住
・
交
流
施
策
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」
※1
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
「
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
、
両
親
の
出
身
地
や

働
い
た
こ
と
の
あ
る
地
域
な
ど
生
涯
を

通
じ
て
様
々
な
形
で
関
わ
り
を
持
つ
地

域
（
ふ
る
さ
と
）
へ
の
想
い
を
地
域
づ

く
り
に
生
か
す
仕
組
み
を
含
め
、
今
後

の
移
住
・
交
流
施
策
の
在
り
方
を
検
討

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
総
務
省
が
、
地

方
公
共
団
体
首
長
を
含
む
有
識
者
会
議

に
よ
る
検
討
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
移
住
し
た
『
定
住

人
口
』
で
も
な
く
、
観
光
に
来
た
『
交

流
人
口
』
で
も
な
い
、
地
域
や
地
域
の

人
々
と
多
様
に
関
わ
る
『
関
係
人
口
』

を
認
識
し
、
そ
の
『
関
係
人
口
』
と
地

域
と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
重
要
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
点
、
前
回
コ
ラ
ム
で
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
地
域
に
お
け
る
起
業
支
援
及
び

地
域
へ
の
移
住
・
定
住
の
推
進
に
つ
い

て
（
総
務
省
：
平
成
29
年
10
月
28
日
）
」

で
も
強
調
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
と
の
継
続
的
な
つ

な
が
り
を
持
つ
こ
と
」
と
も
一
貫
し
、

こ
れ
ら
具
体
的
に
国
政
で
掲
げ
ら
れ
る

支
援
策
等
を
志
布
志
市
が
活
用
で
き
る

機
会
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
直
近
、
地
方
が
事
業
を
行
う

た
め
に
発
行
し
、
そ
の
返
済
の
大
部

分
（
70
％
）
を
国
が
負
担
す
る
地
方
債

で
あ
る
「
合
併
特
例
債
」
の
期
限
が
５

年
間
再
延
長
さ
れ
る
方
針
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
※2
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
平

成
の
大
合
併
」
ピ
ー
ク
の
２
０
０
５
年

前
後
に
合
併
し
た
多
く
の
市
町
村
を
は

じ
め
、
各
地
方
に
お
け
る
財
源
確
保
は

少
子
高
齢
化
や
人
口
・
人
材
不
足
も
相

ま
っ
て
、
今
後
い
っ
そ
う
切
実
な
問
題

と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
を
考
え
る
と
、
地
方

が
特
産
品
や
観
光
資
源
の
魅
力
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
主
体
的
に
財
源
を
確
保
で

き
る
ふ
る
さ
と
納
税
が
全
国
的
に
活
況

と
な
っ
た
の
は
、
地
域
の
持
続
可
能
性

を
真
剣
に
考
え
る
上
で
必
然
の
結
果
で

あ
っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

志
布
志
市
は
、
昨
年
度
、
全
国
18
位

の
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
集
め
、
今
年
度

は
参
加
自
治
体
が
急
増
す
る
中
で
も
さ

ら
に
続
伸
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

言
わ
ば
「
全
国
区
」
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
も
市
外
・
県
外
か
ら
多
く
の
人
気
を

集
め
る
自
治
体
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
お
け
る
地
域
の
「
量
（
Ｐ
Ｒ
・
情

報
発
信
）
」
と
「
質
（
制
度
趣
旨
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
在
り
方
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
）
」
を
両
立
す
る
取
組
が
一

層
求
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
「
関
係

人
口
」
を
意
識
し
た
物
産
・
観
光
振
興
、

移
住
定
住
支
援
策
、
企
業
誘
致
・
創
業

支
援
と
い
っ
た
施
策
を
志
布
志
市
の
潜

在
価
値
に
合
わ
せ
て
連
携
し
た
仕
掛
け

と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
活
性
化
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
「
ひ

と
」・「
も
の
」・「
お
金
（
し
ご
と
）
」
の

流
れ
が
志
布
志
市
に
お
い
て
一
層
充
実

し
て
い
く
の
で
は
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

※ 

１
：
「
こ
れ
か
ら
の
移
住
・
交
流
施
策

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」

（
総
務
省
：
平
成
30
年
１
月
26
日
）

※ 

２
：
「
合
併
特
例
債
延
長
法
」
（
平
成

24
年
６
月
20
日
）
を
再
延
長
す
る
特

別
法
改
正
案
が
平
成
30
年
１
月
30
日

の
自
民
党
総
務
部
会
で
承
認
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さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

席
題
　
「
昼ひ

ん

ね寝
」　

気
持
っ
良ゆ

っ  

昼ひ

ん

ね寝
し
過
ぎ
っ  

狼ば

た

ぐ狽
ろ
っ　
　
　

中
本　

覚
美

 （
評
） 『
狼
狽
ろ
っ
』
＝
慌
て
る
。
昼
食
後
の
午
睡
。
目
が
覚
め
て
び
っ
く
り
し
た
の
は
本
人
だ
ろ
う
。
慌
て
て

着
手
。
起
こ
さ
ず
に
、
お
そ
ら
く
そ
っ
と
毛
布
を
か
け
た
の
で
し
ょ
う
、
奥
様
の
優
し
さ
も
伺
え
る
。

下
５
の
（
狼
狽
ろ
っ
）
が
効
い
て
い
る
。
誇
張
法
で
、
経
験
し
た
事
、
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

試
合
題
　
「
零こ

ぼ

れ
」
　
甲
子
園  

球
ボ
ー
ル
こ
ぼ零
れ
っ  

涙な
ん
だ
あ
め
雨　
　
　
　
　
　
　
　

平
田　

光
夫

 （
評
） 全
国
制
覇
を
目
指
し
た
高
校
球
児
の
青
春
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
。
誰
も
予
想
も
し
な
か
っ
た
有
り

得
な
い
事
が
起
き
た
。
ボ
ー
ル
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
ひ
と
夏
の
熱
い
戦
い
は
終
わ
っ
た
が
、
負
け

て
も
悔
い
は
無
い
。
清
々
し
い
感
動
す
ら
覚
え
る
。
下
５
の
（
涙
雨
）
が
全
て
を
物
語
っ
て
い
る
。
見

た
事
で
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

試
合
題
　
「
零こ

ぼ

れ
」　

零こ
ぼ

れ
出
た  

記き

お憶
く
探み

し

く
い  
同ど

う
そ
か
い

窓
会　
　
　
　

稲
付　

通
夫

（
評
） 顔
に
は
深
い
皺
の
還
暦
同
窓
会
で
あ
る
。
昔
と
変
わ
っ
て
い
な
い
人
、
名
札
を
付
け
て
い
て
も
思

い
出
せ
な
い
人
も
い
る
。
次
第
に
記
憶
が
よ
み
が
え
り
再
度
握
手
、
永
い
時
間
の
流
れ
が
そ
う
さ

せ
た
。
学
校
表
敬
訪
問
後
、
昔
の
学
び
舎
に
思
い
を
馳
せ
る
。
気
分
は
学
生
だ
。
分
か
ら
な
い
人

が
い
た
の
で
、
君わ
や
誰だい
け
と
聞
い
て
み
た
。
な
ん
と
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
の
方
が
若
々
し
く
、

教
え
子
の
自
分
達
が
老
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
夜
を
徹
し
て
の
懇
親
会
だ
。
中
７
の
（
記
憶
く
探

く
い
）
が
効
い
て
い
る
。
経
験
し
た
事
で
誇
張
法
、
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

兼
題
　
「
競せ

い

ば市
」
　
我
が
は
後あ

と  

高
た

値
け
競せ

い
ば
べ
ぶ

市
牛  

先さ

き
診み

せ察
っ　
　

   

小
蓬
原 

忠
則

（
評
） 高
値
相
場
で
推
移
し
て
い
る
競
り
市
で
、
生
産
者
に
と
っ
て
有
難
い
。
牛
の
体
調
が
お
か
し
い
、

競
り
市
前
で
も
あ
る
。
大
事
を
取
っ
て
獣
医
さ
ん
に
診
察
し
て
も
ら
っ
て
事
無
き
を
得
た
。
自
分

も
具
合
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
牛
を
優
先
し
て
診
察
し
て
も
ら
い
、
自
分
は
後
で
病
院
に
走
っ

た
の
で
あ
る
。
牛
に
対
す
る
愛
情
あ
る
生
産
者
、
関
係
者
の
努
力
・
熱
情
が
和
牛
日
本
一
に
つ
な

が
っ
た
。
上
５
の
（
我
が
は
後
）
が
効
い
て
い
る
。
ほ
の
ぼ
の
と
さ
せ
ら
れ
る
。
誇
張
法
で
見
た
事
、

経
験
し
た
事
、
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
す
。

試
合
題
　
「
新

あ
た
ら

し
」　

実さ

と家
ん
母お

や親  

懐つ
く

れ
押お

し
込く

だ  

新に

け
諭ゆ

き

っ吉         

丸
目 

南
兵
衛

（
評
） 『
諭
吉
』
＝
一
万
円
札
。
『
懐
れ
」
＝
ふ
と
こ
ろ
に
。
母
親
の
顔
が
見
た
か
っ
た
の
で
子
ど
も
を
連
れ
て

の
帰
省
。
実
家
で
十
分
充
電
し
た
。
主
人
の
待
つ
家
へ
い
ざ
帰
り
な
ん
。
帰
る
時
、
父
親
に
気
付
か
れ
ず
、

裸
銭
の
諭
吉
を
そ
っ
と
懐
に
入
れ
て
呉
れ
た
母
親
。
車
に
は
米
、
野
菜
が
沢
山
積
み
込
ん
で
あ
る
。
中

に
は
買
っ
て
来
た
品
も
あ
る
。
気
を
付
け
て
帰
れ
と
涙
腺
が
緩
む
。
孫
達
を
乗
せ
た
車
が
見
え
な
く
な

る
ま
で
手
を
振
り
続
け
た
。
い
つ
の
世
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
親
と
い
う
稼
業
は
割
が
悪
い
。
中

７
の
（
懐
れ
押
し
込
だ
）
が
効
い
て
い
る
。
見
た
事
、
経
験
し
た
事
、
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。

試
合
題
　
「
零こ

ぼ

れ
」　

七し
ち
ご
さ
ん

五
三  

顔つ

れ
零こ

ぼ

る
そ
な  

我わ

れ
が
舞も

っ           

畑
山　

敏
昭

（
評
） 

子
ど
も
の
成
長
を
願
う
親
に
と
っ
て
晴
着
姿
の
わ
が
子
に
感
無
量
、
涙
腺
が
ゆ
る
む
。
神
社
詣
り

で
子
も
親
も
ぎ
こ
ち
無
く
、
顔
に
は
隠
し
き
れ
な
い
笑
顔
。
今
日
は
子
ど
も
が
主
役
で
あ
る
の
だ
が
、

着
飾
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
も
主
役
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
中
７
の
（
顔
れ
零
る
そ
な
）
が

効
い
て
い
る
。
見
た
事
、
経
験
し
た
事
、
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
す
。

～ 『志』・季・折・々 ～
市内の美しい風景や、歴史・文化を感じさせて

くれるもの等を写真でご紹介します。

読者の皆様からの写真のご提供も、

お待ちしています。

【今月の１枚：水仙】

文

芸

Japanese Poem of 31syllables 

*Haiku Poem*Comic Haiku*

短
歌
（
松
山
南
船
短
歌
会
）

四
ケ
月
の
留
学
近
づ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
夏
の
休
み
も
ア
ル
バ
イ
ト
ら
し　

 　

畑　

美
佐
子

眠
ら
れ
ぬ
夜
に
と
長
女
が
録
音
の
二
胡
の
調
べ
に
魅
せ
ら
れ
夜
が
明
く 

　
　

前
原　
　

恭

両
足
を
真
珠
の
如
く
キ
ラ
リ
飛
び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
に
遊
ぶ
雨
蛙 

 　
　

石
橋　

道
子

稲
刈
り
の
終
え
し
夕
暮
れ
米
蔵
の
電
源
音
を
か
き
消
す
雨
音 

　
　

川
添
八
重
子

黄
金
田
の
周
り
色
ど
る
彼
岸
花
離
れ
し
子
ら
に
見
せ
た
き
里
を 

 　
　

中
島　
　

昭

農
繁
期
湯
客
ま
ば
ら
に
骨
休
み
番
台
に
座
し
短
歌
を
ひ
ね
る 

　
　

吉
元
ミ
チ
子

白
菜
の
か
弱
き
苗
が
秋
雨
に
恵
み
を
受
け
て
産
毛
の
光
る 

　
　

大
迫　

鈴
子

戦
前
の
貧
乏
く
せ
が
沁
み
つ
い
て
物
の
始
末
が
出
来
な
く
困
る 

 　
　

山
口　

カ
ツ

半
年
の
一
時
帰
国
に
子
の
帰
省
弱
視
が
作
る
お
ふ
く
ろ
の
味 

　
　

藤
田
ミ
チ
子

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

産
土
の
光
と
な
り
て
冬
菫　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　
　

豊

間
引
菜
を
差
し
出
す
友
の
指
太
し　
　
　
　
　

目
黒　

文
恵

年
酒
に
塩
を
含
み
て
幸
願
ふ　
　
　
　
　
　
　

北
川　

雨
水

初
風
呂
を
ふ
た
り
の
母
に
午
前
午
後　
　
　
　

刀
坂
由
美
子

雑
煮
食
ふ
よ
く
似
た
顔
の
父
子
か
な　
　
　
　

今
井
よ
う
子

大
寒
に
猪
口
い
っ
ぱ
い
の
倖
せ
を　
　
　
　
　

堂
園　

悦
子

揺
れ
来
た
る
金
の
水
紋
初
日
の
出　
　
　
　
　

福
留
ま
り
子

正
月
や
餡
子
丸
め
る
童
の
手 

　

熊
谷　

啓
子

吹
き
溜
り
枯
葉
集
う
て
カ
サ
コ
ソ
と　
　
　
　

今
府　

勝
郎

鍬
始
黒
土
起
ち
て
光
る
畝 

　

福
岡　
　

潤

青
ペ
ン
で
書
き
出
し
て
み
る
初
日
記　
　
　
　

北
野　

治
美

暮
れ
の
カ
フ
ェ
い
つ
も
の
席
に
友
と
ゐ
て　
　

小
林
久
美
子

北
岳
は
雪
噴
煙
の
ぼ
る
南
岳　
　
　
　
　
　
　

和
田　

洋
文



国の保険者努力支援制度を受けるための特定健診受診率の基準は 60％とされています。

本市の平成 28 年度の受診率は 54.1％ですので、基準まであと少しです！

　集団健診が終了しても、定期的に医療機関に通院している方は、医療機関からの情報提供をしていただ

くことにより、特定健診を受診したことになります（特定健診の受診率向上につながります！）。

　特定健診の受診率向上につながる情報提供の方法について詳しくご説明いたします。

情報提供の方法 ⇒ 特定健診情報提供票を医療機関に提出

　高血圧・糖尿病等の生活習慣病で、かかりつけ医で定期的

に検査をされている方は、情報提供により、「特定健診の不足

している項目を検査すること」で受診したものとみなされま

す。市が発行する特定健診情報提供票を医療機関に提出する

必要がありますので、希望される方は、保健課　保健対策係

までご連絡ください。

【注意事項】　

◆ 市が発行する特定健診情報提供票が必要となりますので、

まずは、市役所保健課保健対策係までご連絡ください。

◆ 情報提供は、実施できる医療機関が決まっていますので、

ご確認ください。

　情報提供については、今回、市内の協力医療機関のみ掲載

しておりますが、その他の県内や宮崎県の医療機関でも情報

提供に協力いただいています。

　その他の地域の情報提供協力医療機関を確認されたい方

は、保健課保健対策係にご連絡ください。

25
市報しぶし 2018.2 
S h i b u s h i  C i t y  P R

24
2018.2 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

　市では、公正な滞納処分に資するため以下の財産について公売を実施します。

◆公売方法：入札方式　　

◆ 携行品：印鑑（認印可、シャチハタ不可）、身分証明書（運転免許証等）

　公売保証金（現金または小切手で納めてください。）

※代理人による入札の場合、委任状及び代理人の印鑑・身分証明書

◆その他：いずれも公簿表示で現況渡しです。

◆入札日時：２月 22 日（木）　●９時 30 分受付　● 10 時入札　

◆入札会場：市役所本庁別館 2 階 C 会議室

税の広場

今月の納税

口座振替日：

２ 月 2 8 日（水）

　口座振替をされる方は、口座振替日の前日

までに残高確認をお願いします。

●国民健康保険税（10 期）
●介護保険料（10 期）
●後期高齢者医療保険料（10 期）

※ 納税証明等の交付について

　金融機関等で納付してから市役所で納付確

認ができるまで、約１週間程度かかる場合が

あります。納付後、早急に納税証明等が必要

な場合は領収書等をお持ちの上、交付請求し

てくださいますようお願いします。 本庁  税務課　℡：474-1111　滞納整理係（内線 152・153） 

収納管理係（内線 147・148）問

志布志市の税金に関することや滞納処分の状況をご紹介します。

Tax Information

納　期　限：

平成29年度 滞納処分等実施状況について

　
生
活
状
況
に
よ
り
一
度
に
納
税
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
や
失
業
・
病
気
等
で

収
入
が
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

庁
・
各
支
所
の
税
務
窓
口
で
納
税
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　特別な理由もなく滞納を続けられますと、他の納税者との公平を保ち、

大切な市税を確保するため、財産（給与、預金、不動産など）を差し押

さえることになります（法律では、「督促状を発した日から起算して 10

日を経過した日までに完納しないとき」は、「財産を差し押さえなけれ

ばならない」と定められています）。

◆差押えを実施した件数

　（平成 29 年度 ４～ 12 月） 2 1 4 件

差押えの内容：

●債　権：49 件　●預貯金：124 件

●不動産：21 件　●給　与：18 件

●動　産：２ 件

不動産公売会を実施します。
国民健康保険の財政は、

危機的状況です！
特定健診を受診した場合と受診していない場合の生活習慣病に

かかっている方の一人当たり医療費は、特定健診を受診してい

ない場合の方が、統計的に「約 27 万円」高くなっています。

特定健診の受診の有無により、医療費も増減することになり

ますので、国民健康保険の皆様も特定健診を受診するよう

お願いします。　

シリーズ・国保

本庁  税務課　滞納整理係　℡：474-1111　（内線 153） 問

売却区分番号 公売財産の名称、性質及び数量 見積価額 公売保証金

29-43
松山町新橋字前ノ窪 3696 番１　畑　971㎡
松山町新橋字前ノ窪 3697 番１　畑　1209㎡

453,000 円 ―

29-44 松山町泰野字堀之内 3274 番４　田　646㎡ 94,000 円 ―

29-45 松山町尾野見字大野原 894 番 509　田（現況：畑）　2439㎡ 537,000 円 60,000 円

29-47 志布志町安楽字西迫 4801 番１　山林　8167㎡ 86,000 円 ―

29-48 有明町蓬原字宮田 2244 番１　山林　9347㎡ 169,000 円 ―

！

２ 月 2 6 日（月）

※ 売却区分番号 29-43 から 29-45 までは農地が含まれるため、入札に参加するためには、「買受適格証明」を提出

していただきます。詳細については、志布志市農業委員会（℡：099-487-2111 内線 302）までお問い合わせく

ださい。

※公売物件の詳細については、ホームページ及び本庁・各支所窓口にあるチラシをご覧ください。

目指せ！　特定健診　受診率 70％

■問い合わせ先：保健課

● 国民健康保険係　℡：474-1111 （内線 122 ～ 125）

●保健対策係　℡：474-1111（内線 164）　

ご存知でしたか？

●情報提供は、「無料」で行うことができます！

● ししまる健診パスカードの交付を受けると、商工会加盟の協力

店舗で「割引等の特典」を受けられます。

※ 情報提供は、一部個人負担が生じる場合があ

ります（診療に伴う血液検査や薬代、その他

の検査が必要となったときは被保険者への検

査費用等を請求される場合があります。）。

情報提供協力医療機関一覧

医療機関名 電話番号

出口医院 ４７２－１５３８

平川内科 ４７２－０１４５

陽春堂内科診療所 ４７２－５５１１

山口内科 ４７３－１１８８

藤後クリニック ４７２－１２３７

手塚クリニック ４７２－５５６５

松下医院 ４７２－１１２４

病院芳春苑 ４７２－００３０

みやじクリニック ４７１－５０００

さくらやまクリニック ４７２－１１００

石神診療所 ４７４－０１０７

びろうの樹脳神経外科 ４７７－１２１２

びろうの樹整形外科 ４７１－６６１１

有明病院 ４７７－１１１１

山下クリニック ４８７－９００１

志布志中央クリニック ４７２－３１００



26
2018.2 市報しぶし  
S h i b u s h i  C i t y  P R

27
市報しぶし 2018.2 
S h i b u s h i  C i t y  P R

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は　
　
　
　
　
　

口
座
振
替
で
の
前
納
・
早
割
が
便
利
で
お
得

◆
早
割
は
月
50
円
（
年
間
６
０
０
円
）
お
得
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
が
、

当
月
末
の
口
座
振
替
す
る
方
法
を
「
早
割
」
と
い
い
、

現
在
現
金
納
付
の
方
や
口
座
振
替
の
方
で
翌
月
末
振

替
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
変
更
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
現
金
納
付
で
当
月
末
ま
で
に
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
も
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

６
か
月
分
、
１
年
分
、
２
年
分
を
ま
と
め
て
前
納

す
る
と
さ
ら
に
お
得
！

　

前
納
は
、
現
金
納
付
も
で
き
ま
す
が
、
口
座
振
替

の
方
が
割
引
額
も
多
く
な
り
ま
す
。
割
引
額
は
６
か

月
前
納
で
１
１
１
０
円
、
１
年
前
納
で
４
１
１
０
円
、

２
年
前
納
で
１
５
６
５
０
円
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
納
に
よ
る
納
付
済
期
間
中
に
、
会
社
等

へ
勤
務
し
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、

未
経
過
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
（
４
月
分
）
か
ら
の
前
納
の
申
込
み

期
限
は
２
月
末
と
な
り
ま
す
の
で
、
「
口
座
振
替
納

付
申
出
書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
年

金
事
務
所
へ
郵
送
、
又
は
市
役
所
年
金
係
・
年
金
事

務
所
や
口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
「
口
座
振
替

納
付
申
出
書
」
は
市
役
所
や
年
金
事
務
所
の
窓
口
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
や
納
付
書
で
の
支
払
い
の
他
に
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
申
出
書
」
に
必
要
な
事

項
を
記
入
・
押
印
し
、
年
金
事
務
所
へ
郵
送
、
ま
た

は
市
役
所
年
金
係
・
年
金
事
務
所
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
「
社
会
保
険

料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
の
減

少
や
失
業
等
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経

済
的
に
難
し
い
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
と
し
な
い
で
、

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
で
き
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
遠
慮
な
く
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：

●
本
庁
市
民
環
境
課
年
金
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１ 

（
内
線
１
１
６
）

●
鹿
屋
年
金
事
務
所

　

℡
：
０
９
９
４
‐
４
２
‐
５
１
２
１

二
十
歳
の
君
へ  

 
 

 

―
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
人
に
な
ろ
う
―

資
料
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

◆
若
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
事
例

● 

ネ
ッ
ト
通
販
：
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
格
安
の
ブ
ラ

ン
ド
品
を
購
入
し
た
が
偽
物
が
送
ら
れ
て
き
た
。

● 

も
う
け
話
：
簡
単
に
稼
げ
る
と
友
人
の
勧
誘
を
受

け
、
断
り
き
れ
ず
契
約
し
た
が
借
金
だ
け
が
残
っ
た
。

● 

そ
の
場
で
の
契
約
：
体
験
の
つ
も
り
で
エ
ス
テ
に

出
向
い
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
値
段
は
今
日
ま
で
」

と
言
わ
れ
、
高
額
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
。

困
っ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に　
　
　
　

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
に
よ
っ
て
は
取
り
消
し
や
解
約
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：
市
役
所  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
７
）

「共生・協働・自立」

皆でつくろう

のまち

consumer 

affairs

消費生活相談

知ってる？
community

市の事業を活用した T
て の ん

ENON 星
せいゆうかい

遊会
の活動について

　市では、共生・協働・自立の社会づくりの担い手

となりうる市民グループ等の育成を行うことを目的

に、一過性の事業ではなく、継続して公益性のある

事業に対して３回までを上限として補助金を交付し

ています。

　この共生・協働・自立の市民活動支援事業を活用

した TENON 星遊会の取組をご紹介します。

◆団体名 ：TENON 星遊会（代表者　山下秀隆）

◆会員数：15 名

◆事業名：市民天体観測所のための天体観測所建設事業 

◆ 事業目的：

　市民が気軽に天体の美しさを楽しむための天体観測

所を建設し、年数回、市民天体観望会を実施する。また

そのための観望用大口径望遠鏡を設置し、活用を図る。 

◆ 事業効果：

　多くの市民・子ども達に天体観望の楽しさを知って

もらい、宇宙や自然科学への興味を深めてもらうと同

時に、星空が美しい郷土の良さを見直してもらえる。

さらに、専門的に天体観測を行ったり、天文学を学ん

だりする市民や子ども達が現れることが期待できる。

◆ 団体から一言：

　本会は、天文に関する活動を通じて会員相互の親

睦を深めながら、天文関連の知識や技術の向上を図

るとともに、志布志市やその周辺地域における天文

ファンを広げることを

目的としています。そ

してこの目的を達成す

るため、天体観測所の

運営・管理や観望会・

学習会・懇親会等の事

業を行っていきます。

■問い合わせ先：

　企画政策課 地域政策係 ℡：474-1111（257・252）

年金知っ得!?

インフォメーション

pension志布志市奨学生募集
　志布志市教育委員会では、有用な人材を育成す

るため、能力があるにもかかわらず経済的理由に

よって修学困難な方に対して学資（奨学金）を貸

与します。

◆ 対象者：高等学校、高等専門学校（専門学校を

含む。）および大学（短期大学及び大学院を含

む。）またはこれらの学校に相当する外国の学

校に在学する方

◆奨学金の額：

● 高校生：月額 15,000 円（年額 180,000 円）

●  高等専門学校生または大学生：  

月額 30,000 円（年額 360,000 円）または月額

50,000 円（年額 600,000 円）

●  外国の学校への留学生：　　　　　　　　　　

月額 50,000 円（年額 600,000 円）

◆ 貸与の期間：在学期間中とし、毎年度更新する

必要があります。

◆ 貸与方法：７月、10 月および翌年の２月の年

３回に分け、口座振込の方法により貸与します。

◆奨学生の資格：

● 引き続き３か月以上市内に住所を有する方の子

どもであること。

●学業成績および人物が優良であること。

◆ 奨学金の返還：この奨学金は、給付ではありま

せんので、卒業後（15 年以内に）返還しなけ

ればなりません。

◆ 募集要項の配布：平成 30 年３月１日（木）か

ら各庁舎にて配布します。

◆ 申請期間：平成 30 年４月２日（月）から５月

１日（火）まで（土曜日、日曜日及び祝日を除く。）

■問い合わせ・募集要項配布及び申請書類提出先：

　教育委員会

●教育総務課　総務係（志布志支所）

　℡：472-1111（内線 311）

●松山分室（松山支所）

　℡：487-2111（内線 262）

●有明分室（本庁）

　℡：474-1111（内線 137）

平成 30年度

平成 29 年 12 月 25 日の開所式で

は月の観察が行われました。
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●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合「ペンネームなし」で掲載いたします

●ご住所　
□□□ － □□□□

●電話番号（　　　）　　　－

お手数ですが

切手をお貼り

ください

8 ９ ９ ７ ４ ９ ２-

郵便はがき

志布志市役所  企画政策課

広報係　行
（No.146/2018-2）

　

今
月
は
松
山
町
に
お
住
ま
い

の
一
枝
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

終
戦
の
年
に
結
婚
し
た
一
枝

さ
ん
。
結
婚
以
来
72
年
間
、
色
々

な
こ
と
が
あ
っ
た
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

結
婚
後
は
農
業
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
終
戦
直
後
は
カ

ラ
イ
モ
や
麦
、
大
豆
、
粟
な
ど

を
次
々
に
作
っ
て
自
分
た
ち
で

食
べ
る
自
給
自
足
の
よ
う
な
生

活
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
知
人
に
勧
め
ら
れ

て
調
理
師
の
資
格
を
取
り
、
小

学
校
の
給
食
室
で
定
年
ま
で
働

い
た
そ
う
で
す
が
、
畑
仕
事
や

牛
の
世
話
の
合
間
に
一
生
懸
命

勉
強
し
て
、
資
格
を
取
得
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

「
自
分
が
動
け
る
う
ち
は

色
々
な
こ
と
に
参
加
し
た
い
」

と
い
う
一
枝
さ
ん
。
70
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
高
齢
者
学
級
の
陶

芸
・
手
芸
に
参
加
。
ご
自
宅
に

は
人
形
な
ど
の
手
作
り
の
作
品

が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
他
に
も
体
操
、
生
け
花
の

生
涯
学
習
講
座
、
や
っ
ち
く
城

山
大
学
に
も
参
加
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

一
枝
さ
ん
は
10
年
以
上
日
記

を
付
け
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

そ
の
日
の
出
来
事
や
食
事
な
ど

の
記
録
が
毎
日
び
っ
し
り
と
書

き
込
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

一枝さん (89 歳）

　　　  　 　  　（松山町）

あたや 元気やっど！

大きくなぁれ！

キラリ 青春！ 【志布志町】美
み さ き

咲 さん (26 歳）

今月の 題字

小学校　６年

　　　　 麗
れ な

央 さん

　

今
月
は
、
保
育
園
の
頃
か
ら
書
道

を
習
っ
て
い
る
麗
央
さ
ん
が
題
字
を

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

習
字
の
ほ
か
に
ピ
ア
ノ
も
習
っ
て

い
る
麗
央
さ
ん
は
中
学
生
に
な
っ
た

ら
吹
奏
楽
部
に
入
り
た
い
そ
う
で
す
。

　

算
数
が
少
し
苦
手
と
い
う
麗
央
さ

ん
。
苦
手
を
克
服
す
る
た
め
、
今
勉

強
を
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

麗
央
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
人
の

役
に
立
て
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
な
り
た
い
と
夢
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　現在のお仕事について教えてください。

Ａ ．びろうの樹整形外科で受付をしています。働き始めてもうすぐ

丸８年になります。Ｑ

Ｑ　働いていてどうですか？

Ａ ．患者さんをはじめ業者さんなど色々な方と関わりがあって、と

てもやりがいがあります。

Ｑ　休みの日は何してますか？

Ａ ．青年団の会長をしているのでお祭りがある時は参加しています。

青年団ではお祭りへの参加以外にもカップリングパーティを企画

したりしています。団員は少ないですが、団員同士協力し合って

作り上げるのでイベントが終わったときは達成感でいっぱいです。

いっしょに活動する仲間が増えると嬉しいです。

Ｑ　これからの目標は？

Ａ ．県外に働きに出た人に帰ってきて欲しいので、帰ってきたくな

るように青年団活動で志布志市を盛り上げていきたいです。

読者プレゼント

 奈
な な

々 ちゃん（５歳 )

（志布志町）

 真
ま な

菜 ちゃん（４歳 )

（松山町）

◆ ご家族からのメッセージ！

　妹思いでやさしいやさしい奈々

ちゃん。マイペースでのんびり屋

さんだけど、すっかりお姉ちゃん

になったね！

　これからも笑顔で毎日楽しく過ご

そうね。パパもママも大好きだよ。

◆ ご家族からのメッセージ！

　もうすぐ 5 歳になる真菜。

　貴方の笑顔に私達は癒されてい

ます。

　お友達と仲良く、たくさん食べ

て大きくなってね。

◆ ご家族からのメッセージ！

　ひまりとちなみの笑顔にたくさ

んの元気をもらっているよ。

　いっぱい泣いて、いっぱい笑っ

てゆっくり大きくなってください。

　ひまり ちゃん（２歳 )

　  ちなみ ちゃん（７か月 )

（志布志町）

　今月の読者プレゼントは、お

便りをくださった方の中から抽

選で、ひまわり券 5 枚と居 酒 屋

万 俵 さ ん の「 ド リ ン ク チ ケ ッ

ト（ お 好 き な ド リ ン ク 一 杯 無

料 ）」 を 5 名 に プ レ ゼ ン ト し ま

す！（詳しくは３ページをご覧く

ださい）　

　ぜひ、ご応募ください！
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★アンケート★【２月号で特に良かった記事・分かりにくかった記事があれば教えてください！】

　・良かった！：

　・分かりにくい…：

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

↑点線に沿って切り取ってください。（はがきでも応募できます）

高い医療費 みんなで助け合い 国保の心

◆平成29年11月分の医療費の状況です。

医療費総額 ２７７，５７９，３３４円

11 月末 国保加入者数 ８，９２４人

１人当たり医療費
（医療費総額／国保加入者数）

３１，１０５円

医療費１人当たりの負担内訳

市（国保）負担額 ２６，４２５円

個人負担額 ４，６８０円

１人当たり医療費の前年同月比 0.4％増。この金額は、国民健康保険に加

入している皆さんが医療機関等で診療したものに対し、市（国保）が支

払った医療費です。医療費総額の約 85.0％を市（国保）が負担しています。

市の人口
人口：３２，０２１人
男性：１５，１４３人

女性：１６，８７８人　

転入：６６人　  転出：５２人

出生：３４人　  死亡：４６人

世帯数：１５，７４２戸

（＋２ 人）
（＋３人）

（－１人）

（＋５ 世帯）

志布志港 平成 29 年 12 月分
※資料：鹿児島税関支署

①貿易船入港隻数：58 隻（日本 1、外国 57）
②輸出：85 億 60 百万円
③輸入：108 億 99 百万円

物
に
ひ
も
を
つ
け
た
い

　

年
齢
と
と
も
に
メ
ガ
ネ
な
ど
持

ち
物
が
増
え
、
そ
れ
に
つ
れ
「
は
て
、

ど
こ
に
や
っ
た
け
」
と
物
探
し
に

忙
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

い
っ
こ
う
に
見
つ
か
ら
な
い
と

時
々
家
の
周
り
に
出
没
す
る
山
の

動
物
に
か
ぶ
せ
て
「
キ
ツ
ネ
が
ど

こ
か
に
引
っ
張
っ
て
い
っ
た
が
」

と
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
て
言

う
始
末
。

　

生
前
、
夫
が
「
チ
リ
箱
を
見
て
み

ら
ん
か
よ
」
と
言
っ
て
い
た
け
れ
ど

今
の
と
こ
ろ
チ
リ
箱
ま
で
は･･･

？

　

ち
な
み
に
今
、
物
が
全
部
揃
っ
て

い
て
め
で
た
し
で
す
。

（
仕
事
が
増
え
た
女 
72
歳 

女
）

▼
　

楽
し
い
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

誰
で
も
一
度
は
経
験
の
あ
る
「
あ

る
あ
る
」
で
す
ね
。

　

私
は
「
取
材
行
っ
て
き
ま
す
」

と
カ
メ
ラ
を
持
た
ず
に
出
か
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

帰
省
す
る
と
き
は
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

　

こ
こ
15
年
ほ
ど
、
我
が
故
郷
志
布

志
へ
帰
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
分
変

わ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　

私
は
帰
省
す
る
と
き
は
専
ら
さ
ん

ふ
ら
わ
あ
で
す
。
飛
行
機
よ
り
も
運

賃
が
安
い
だ
け
で
な
く
交
通
至
便
で

助
か
る
か
ら
で
す
。

（
平
成
奉
行 

70
歳 

男
）

　

▼

　

市
外
か
ら
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

15
年
前
か
ら
す
る
と
港
や
道
路
な

ど
の
整
備
が
進
み
、
新
し
い
観
光
施

設
も
で
き
て
い
ま
の
で
、
町
並
み
も

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
新
造

船
の
就
航
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新
し
い
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
で
帰
省
し
て
、
故
郷
の
発
展

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
掲
載
に
か
か

わ
ら
ず
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
か

ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
お

便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
応
募
の
際
は
、
一
言

で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
意
見
な

ど
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

市民のこえ
・

お寄せいただいた

お便りを

ご紹介します！

お便り、お待ちしています

　市報しぶしを読んだ感想や今後取

り上げて欲しい特集、志布志市に対

するご意見等何でもお好きなことを

書いてください（一部修正して掲載

する場合もあります）。

　月末までに頂いたお便りが、その

月のプレゼントの応募対象になりま

す。それ以降の分は次月の応募対象

となりますので、ご了承ください。

　頂いた「お便り」は「市民のこえ」 

コーナーに掲載します（お便りが多

数の場合には担当にて選考の上掲載

します）。個別の回答はいたしませ

んので、ご了承ください。

平成 29 年 12 月 31 日現在
（　）は前月比

こちらのコーナーは、

インターネット版では

ご覧いただけません。

ご了承ください。
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行政告知放送端末
無料設置申込締切り迫る !!

市役所からの大事なお知らせ

市役所から市民の皆様へお知らせしたい大事なことを掲載しています。

お見逃しのないようにご覧ください。 3/16
（金）

まで！

　現在無償で設置している行政告知放送端末について、来年

度（平成 30 年 4 月 1 日以降）設置分から設置費用を一部負

担※していただくことになりました。

　無償で設置できる申込期限は平成 30 年 3 月 16 日（金）

までです。

　まだ設置がお済みでない方はぜひ設置をご検討ください。

※ 平成 30 年４月１日以降に設置をする場合、一律 28,000 円ご負担いた

だきます。なお、市民税非課税世帯、生活保護受給世帯は除きます。

【すでに設置済みの方へ】

現在ご利用されていない告知端末がございましたら撤去に伺います。

また、世帯主の方が変更になった場合は名義変更が必要です。

お引越しをされた、世帯主の方が亡くなったなどございましたらご連絡ください。

新規設置や撤去のご依頼、故障等の連絡、そのほか不明な点がございましたら情報管理課地域情報

係までご連絡ください。

■問い合わせ先：情報管理課　地域情報係　TEL：474-1111（内線 322）

設　置

対象者

志 布 志 市 に お 住 ま い で ま だ 設 置 が お 済 み で な い 方 が 対 象 で す

注意点 ●原則世帯主の方が対象です。

 ●借家の場合はオーナー様の承諾が必要です。

 ●設置家屋は住民票に記載の住所と同一である必要があります。

 ●３月末日までに設置工事ができる場合に限ります。

 ● 一度持ち家に設置したことがある方は無償での設置対象外となります。
「ししまる健診パスカード」新規協力店募集

　本年度は 66 店舗のご協力をいただきましたが、好評につき、次年度も引き

続き実施します。新たにご協力していただけるお店がありましたら、保健課ま

でご連絡ください。

※ 割引やポイントなどの特典につきましては、『無理をせず、できる範囲内』で、

それぞれのお店が決めます。

　市では、平成 28 年度から特定健診やがん検診を受診した方に「ししま

る健診パスカード（特定健診等受診済証）」を交付し、そのカードを商工

会に加盟するお店で提示することにより、割引等の特典が受けられる事業

を商工会と協働で実施しています。

■問い合わせ先：保健課　保健対策係　℡：474-1111（内線 161・164）

　蓬原校区公民館、泰野校区公民館では、一般コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）を活用し、様々な地

域イベントに活用する大口袴や毛頭、机、椅子、バルーン投光機などの用品を購入しました。

一般コミュニティ助成事業を活用し、用品を購入しました

◆ 一般コミュニティ助成事業（宝くじ助成金）とは ?

　「一般コミュニティ助成事業」とは、地域で取り組まれる様々なコミュニティ活動に対

して、一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事業として、地域社会の

健全な発展と住民福祉の向上に寄与するために行われています。

　今回購入した用品は、様々なイベントを通して地域の活性化に役立てられます。

■問い合わせ先：企画政策課 地域政策係　℡：474-1111（内線 257）

蓬原校区公民館購入品 泰野校区公民館購入品

大口袴 イルミネーション一式毛頭 折りたたみ椅子 29 脚
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■問い合わせ先：農政畜産課　畑かん推進係　℡：474-1111（内線 431）

畑かんに関する助成金について

簿記ソフト購入費用助成金

　担い手農家の確保や安定した農業経営を支援するため、複式簿記ソフトの購入費用を助成します。

●対象者：市内在住の農家で、畑かんを開栓している方

●補助額：購入費用の３分の１以内（助成限度額３万円）

畑地かんがい担い手露地野菜規模拡大事業

● 対象者：本市に住所、事務所のある個人または法人の認定農業者（家

族経営協定締結者含む）で 50 歳未満の方

● 補助対象経費：露地野菜の収穫機械、動力噴霧機、ホイルローダー、

播種または収穫用アタッチメントの購入費（いずれか１種類のみ）

●補助要件：畑地かんがいの水を新たに 50 ａ以上開栓すること

● 補助額：購入金額の３分の１以内（上限あり）

給水栓設置に関する補助について

　曽於南部地区（有明町）では県営事業完了が目前に迫っています。事業を活用することで給水栓の設置費用が全

額補助されます。詳しくは下記までお問い合わせください。

　国民健康保険の方は、第三者行為により治療が必要になったときには届出が必要です。

国民健康保険の第三者行為について

◆ 第三者行為とは ?

　交通事故や他人（第三者）の行為が原因で治療が必要になることです。

●交通事故（相手方のある事故）

●交通事故ではないもの（飼い犬に咬まれたときや飲食店での食中毒など）

●自損事故

　これらの第三者（加害者）行為によるケガの治療に保険証を使う場合は、

保険者（市）への届出が義務づけられています。

　本来、被害者に過失がない限り、加害者が医療費の全額を負担することになりますが、保険証を使うことによって、

窓口でお支払いいただく一部負担金以外の医療費（保険給付分）は医療機関から保険者（市）に請求がきます。その場

合は、市が加害者に代わり立て替えて支払い、後日、加害者へ請求します。

◆ 届出に必要なもの

●保険証  ●交通事故の場合は交通事故証明書  ●示談成立の場合は示談書（写し）　

●印鑑  ●マイナンバーが確認できる書類（マイナンバーカードまたは通知カードなど）

■問い合わせ先：保健課　国民健康保険係　℡：474-1111（内線 122 ～ 125）

放課後児童クラブ利用申込みについて

平成 30 年４月からの放課後児童クラブ利用申込みを受け付けます。

　放課後児童クラブの利用を希望される保護者の方は、放課後児童健全育成事業利用承認申請書に必要事項を記入

し、保護者の「就業証明書」等を添えてお申し込みください。（希望する児童クラブを利用できない場合があります。）

◆受付期間：２月 15 日（木）～ 28 日（水）【土・日を除く】

※ 受付期間経過後に申請された方は、受付期間内に申請さ

れた方の利用承認手続きが全て完了した後に利用調整を

行います。

◆ 対象児童：保護者が就労、母親の出産、病気や負傷、親族

の常時介護等により、学校から帰宅しても児童のみで過ご

すことになる小学校新１年生から新６年生

◆利用申込にあたっての注意事項：

● 未納の保護者負担金がある場合、完納となるまで利用承

認を保留します。

● 利用開始後、保護者負担金を納付されない場合、児童手

当等を未納分に充てさせていただきます。なお、未納状

態が解消されない場合、利用を停止する場合もあります。

   ■申込み・問い合わせ先： ●本庁　福祉課　児童福祉係　℡：474-1111（内線 174）　

●志布志支所　福祉課　福祉係　　℡：472-1111（内線 202）

●松山支所　総務市民課　福祉係　℡：487-2111（内線 276）

　12 月に開催された、平成 29 年第４回志布志市議会定例会において次の団体が公の施設の指定管理者とし

て決定されました。

指定管理者が決定しました

指定管理者変更に伴うお知らせとお願い

　国民宿舎ボルベリアダグリについては、指定管理者変更に伴い、３月 29 日（木）から４月３日（火）まで休館と

なります。

　国民宿舎ボルベリアダグリの入浴回数券をお持ちの方は、３月 29 日以降使用できなくなりますので、施設が指定

する期限までに使用していただくようお願いいたします。

■問い合わせ先： ●指定管理全般に関すること：総務課　行政改革推進係　℡：474-1111（内線 233・225）　　

●ボルベリアダグリに関すること：港湾商工課　観光係　℡：474-1111（内線 283・284）

施設名称 指定管理者となる団体 指定期間 所管課

ダグリ公園の公園施設
（国民宿舎ボルベリアダグリおよび展望台）

株式会社グリーンハウス
平成 30 年４月 １ 日から
平成 35 年３月 31 日まで

港湾商工課

志布志市市民センター
社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

平成 30 年４月 １ 日から
平成 32 年３月 31 日まで

福祉課

志布志市老人福祉センター
社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

平成 30 年４月 １ 日から
平成 32 年３月 31 日まで

福祉課

志布志市老人憩の家
社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

平成 30 年４月 １ 日から
平成 32 年３月 31 日まで

福祉課

志布志市健康ふれあいプラザ
社会福祉法人
志布志市社会福祉協議会

平成 30 年４月 １ 日から
平成 35 年３月 31 日まで

福祉課

志布志市農業管理センターおよび
新規就農者研修施設

公益財団法人
志布志市農業公社

平成 30 年４月 １ 日から
平成 35 年３月 31 日まで

農政畜産課
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　担い手への農地等の利用の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消など、農業委員とともに地域で活動

する農地利用最適化推進委員を次のとおり募集します。

農地利用最適化推進委員を募集します

■ 問い合わせ・提出先：●志布志市農業委員会事務局（市役所松山支所）　　℡：487-2111（内線 301）

　　　　　　　　　　　●志布志市農業委員会志布志分室（市役所志布志支所）　℡：472-1111（内線 445）

　　　　　　　　　　　●志布志市農業委員会有明分室（市役所本庁）　℡：474-1111（内線 444）

◆ 募集人数：定数 16 人（松山区域 4 人 、志布志区域 

5 人 、有明区域 7 人）

◆任期：委嘱の日から平成 33 年 3 月 31 日まで

◆ 身分・報酬：志布志市の特別職の非常勤職員

　　　　　　　月額 30,000 円

◆ 職務内容：担い手への農地等の利用の集積・集約化、

農地等の利用の最適化の推進、耕作放棄地の解消指導等

◆ 推薦を受ける方および応募する方の資格：農業に関

する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関

する事項その他の農業委員会の所掌に属する事項に

関し、その職務を適切に行うことができる方で、次

のいずれかに該当する方は除きます。

●志布志市が設置する附属機関の委員

●志布志市の職員

●破産手続開始の決定を受けて復権を得ていない方

● 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでま

たはその執行を受けることがなくなるまでの方

◆ 推薦及び応募の方法および提出先：規定の様式に必

要事項を記入の上、持参または郵送により農業委員

会事務局、各分室へ提出してください。

　 　推薦及び応募の様式は、農業委員会事務局、各分

室に備え付けてあります。また、志布志市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

● 個人から推薦を受ける場合：農地利用最適化推進委

員候補者推薦書（農業者等用）に、農業者等３名以

上が連署することにより推薦を受けてください。

● 団体等から推薦を受ける場合（※その他団体推薦も

この様式を使用）：農地利用最適化推進委員候補者推

薦書（団体等用）に、各団体代表者が署名すること

により推薦を受けてください。

● 応募：自ら応募する場合は、農地利用最適化推進委

員応募書に自ら記入し、提出してください。

◆ 受付期間：3 月 13 日（火）～ 4 月 13 日（金）　

　土・日・祝日を除く 8 時 30 分から 17 時 15 分まで

◆ 公表：推薦した方、推薦を受けた方および応募した方

の氏名、職業、年齢等について、募集期間の中間およ

び期間終了後に、市のホームページ等で公表します。

◆ 選考方法：志布志市農地利用最適化推進委員選考委

員会を開催し、提出された書類等を基に選考します。

　なお、必要に応じて面接等を行う場合があります。

カップリングパーティー

Coupling Party

2018.3.17[Sat]
ホテルポラリス 受付 15:30/ 開会 16:00 ～ 19:00

●主催：志布志市青年団連絡協議会　　●申込先：企画政策課 地域政策係　℡ 099-474-1111（内線 257）

会費：男性 2,000 円 / 女性 1,500 円

定数：男女各 10 名

対象： 20 ～ 35 歳の方（志布志市外の方も参加 OK）

締切：2018 年 2 月 28 日（水 )

SNS でも受付中！（志布志市青年団で検索）

運動・体育施設の年間利用予約申込みにつて

■問い合わせ先： 生涯学習課 生涯スポーツ係　℡：472-1111　内線（331）

　城山総合公園、志布志運動公園および有明体育施設の施設の年間利用予約の申込みを受け付け

ます。利用される団体は下記の要領によりお申込みください。

◆利用期間：平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日※

◆ 申込方法：所定の利用予約申請書の原本を提出して

ください。（申請書は教育委員会・体育館にあります。）

◆ 受付期間：２月６日（火）から２月 28 日（水）まで

※この期間に申し込まれた予約を優先的に受け付けます。

◆申込み先：

●城山総合公園の運動施設 ⇒ 城山総合公園体育館

● 志布志運動園の運動施設及びしおかぜ公園 ⇒ 志布志

運動公園体育館

●有明体育施設 ⇒ 有明総合体育館

◆注意事項：

●電話でのお申込みは、受け付けられません。

● 利用予約が市および市体育協会等の行事と重複する

場合は、市および市体育協会を優先します。また、

市内申請者と市外申請者が重複した場合については、

市内申請者を優先します。

● 利用予約が他の団体と重複する場合は、団体間で話

し合い、調整をお願いします。

● 今回の申込みは、大会やイベントに限る利用です。

通常の練習等で使用する場合は、通常のとおり直接

体育館に予約してください。

 ※次の施設及び期間については、芝生養生及び施設工事等のため「×」印の期間は原則使用できません。

施設名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

松山 多目的広場 × × × ×

志布志

陸上競技場 × × × × × × × × × × ×
ふれあい広場 × × × × × × ×

人工芝サッカー場

しおかぜ公園Ａ × × × × × × × × × × ×

しおかぜ公園Ｂ × × × × × × ×

しおかぜ公園Ｃ × × × × × × × × × × ×

●人工芝サッカー場は有料となります。（例）1,000 円／時間

●施設の状況等によって、変更となる場合もありますので、利用前には必ず利用の可否についてご確認ください。

● 減免を受けようとする方は、減免申請書を１週間前まで（申請日を含めず７日前まで）に教育委員会に提出して

ください。

※ 水道料金は、中止の手続き（中止届の提出）をされな

いと基本料金が発生します。水道使用の予定がない場

合は、中止の手続きをお勧めします。中止されていた

水道を再度利用される場合は、1,000 円で開始できます。

※道路等で水が出ている時は、水道課へご連絡ください。

有明地区（土・日曜日、祝日、夜間）
２月 11 日～２月 17 日 山中水道 ℡ 474-1440

２月 18 日～２月 24 日 池崎建設 ℡ 475-2068

２月 25 日～３月３日 郡山工業 ℡ 475-0008

３月４日～３月 10 日 西江建設 ℡ 474-2113

３月 11 日～３月 17 日 山中水道 ℡ 474-1440

３月 18 日～３月 24 日 池崎建設 ℡ 475-2068

３月 25 日～３月 31 日 郡山工業 ℡ 475-0008

■問い合わせ先：水道課  工務係　℡：472-1111（内線 263）

水 道 修 繕 当 番 店

志布志地区
２月 13 日～２月 19 日 志布志水道 ℡ 472-3540

２月 20 日～２月 26 日 宮崎水道 ℡ 472-1081

２月 27 日～３月５日 高吉組 ℡ 472-0721

３月６日～３月 12 日 崎田建設 ℡ 473-0050

３月 13 日～３月 19 日 志布志水道 ℡ 472-3540

３月 20 日～３月 26 日 山本組 ℡ 472-1101

３月 27 日～４月２日 宮崎水道 ℡ 472-1081

松山地区
２月 佐藤建設 ℡ 487-2049

３月 半下石建設 ℡ 487-8706
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都城志布志道路有明北ＩＣ～有明東ＩＣ開通記念

◆ 場 所 ：  伊 﨑 田 Ｉ Ｃ 周 辺 　 　 　 　 　 　 　 　

（ セ ブ ン イ レ ブ ン  伊 﨑 田 店 近 く ）

◆ コ ー ス：3 . 2 k m（ 1 . 6 k m で 折 り 返 し ま す ）

◆  参 加 無 料 （ タ オ ル 、 飲 み 物 等 は 各 自 で ご

用 意 く だ さ い 。）

◆  参 加 者 に 記 念 品 と 抽 選 で 景 品 を 準 備 し て

い ま す 。（ 先 着 5 0 0 名 ）

◆  駐 車 場 ： 伊 﨑 田 I C 内 （ な る べ く 乗 り 合

わ せ て ご 来 場 く だ さ い 。）

高規格道路を歩く

最初で最後のチャンス！

３月３日（土）　10 時スタート
（9 時～受付、11 時 30 分終了予定）

◎事前申込みは不要です。

■問い合わせ先：

　志布志市役所 建設課 高速道路対策係

　℡：099-474-1111（内線 465）

ウォーキング大会

◆場所：志布志市埋蔵文化財センター

◆期日：２月 14 日（水 ) ～ 3 月 4 日（日 )

◆時間：午前 9 時～午後５時

◆休館日：毎週月曜

■問い合わせ先：●生涯学習課　文化財管理室

　　　　　　　　　℡：099-472-1111（内線 340・341）

　　　　　　　　●埋蔵文化財センター　℡：472-0140

シャンシャン馬参加カップル

● 対象：平成 29 年５月１日から平成 30 年６月 30

日までに結婚、もしくは結婚が決まったカップル

● 募集組数：５組　応募多数の場合は抽選会を行い

ます。※抽選予定日：３月 25 日（日）10 時

● 募集締切：３月１日（木）当日消印有効

● 参加費用：

① 仏前結婚式カップル（１組）：６万 5 千円（シャ

ンシャン馬乗馬代を含む）

②  シャンシャン馬カップル（４組）：各５万 5 千円

ハンヤ節踊り連

● 募集対象：５人以上の団体　（市内外問いません）

● 募集締切：３月９日（金）

● 参加費用：参加者１人につき１００円

未来のシャンシャン馬　花嫁・花婿

● 募集対象：小学校 3 年生まで

● 募集締切：３月１日（水）

● 募集組数：３組　応募多数の場合は抽選会を行い

ます。※抽選予定日：３月 25 日（日）10 時

● 参加費用：無料（着物の準備、着付けは各自負担）

稚児行列

● 募集対象：２歳～３歳　（体重 17 キロ以下）

● 募集組数：25 組　※先着順、定員になり次第締切

● 募集開始：３月 11 日（日）13 時から

●申込先：金剛寺

● 参加費用：１組５千円

● その他：かごの担ぎ手（２人）は参加者で手配し

てください。まつりの１週間ほど前に、衣装の引

渡しと説明会があります。

※ 「シャンシャン馬参加カップル」「ハンヤ節踊り連」

の申込書などは志布志市観光特産品協会、市役所

港湾商工課及び各支所にあります（市のホームペー

ジからもダウンロードできます）。

■ シャンシャン馬参加カップル、ハンヤ節踊り連、

未来のシャンシャン馬の問い合わせ・申込み先：

　お釈迦祭り実行委員会 事務局

　（志布志市観光特産品協会）　℡：472-8028

■稚児行列の問い合わせ・申込み先：

　金剛寺　℡：472-0125

◆前夜祭：４月 28 日（土）　　　◆本祭：４月 29 日（祝・昭和の日）

参加者募集
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に
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
：
3
月
18
日
（
日
）

　

10
時
～
12
時

◆
場
所
：
志
布
志
市
文
化
会
館

◆ 

講
師
：
楯
林
義
寛
先
生
（
桜
ヶ

丘
病
院
長
）

◆
申
込
期
限
：
3
月
2
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
志
布
志

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
：
４
７
4
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
６
０
）

移
職
住
ノ
ス
ス
メ

　

鹿
児
島
県
・
宮
崎
県
の
企
業
20

社
が
一
堂
に
集
う
都
城
広
域
移

住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
座
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

日
時
：
2
月
17
日
（
土
）
、
18

日
（
日
）　

13
時
～
17
時

◆ 

場
所
：
福
岡
市
（
福
岡
ビ
ル
９

階
大
ホ
ー
ル
）

◆ 

そ
の
他
：
入
場
無
料
、
入
退
場

自
由
、
履
歴
書
不
要
、
服
装
自

由
、
新
卒･

中
途
対
象

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
（h

ttp
://w

w
w

.

m
iyakon

ojo-u
ij.com

/

）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
都
城
広
域
就

職
座
談
会
担
当
窓
口

　

℡
：
０
１
２
０
‐
９
４
‐
６
０
５
９

　
　
　
　
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

陽
子
線
に
よ
る
が
ん
治
療
費

の
利
子
補
給
制
度

　

県
で
は
、
粒
子
線
に
よ
る
が
ん

治
療
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
、

指
宿
市
に
あ
る
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国

際
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
、
粒

子
線
治
療
を
受
け
る
患
者
や
家
族

等
が
治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら
借

り
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
利
子
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆ 

対
象
借
入
金
：
銀
行
等
か
ら
の

借
入
金
の
う
ち
陽
子
線
治
療

料
相
当
額
（
た
だ
し
限
度
額

２
８
８
万
3
千
円
）

◆ 

利
子
補
給
率
：

● 

住
民
税
非
課
税
世
帯
：
年
利
率

（
6
％
以
内
）
の
１
０
０
％

● 

世
帯
全
員
の
課
税
総
所
得
金
額

が
６
０
０
万
円
未
満
世
帯
：
年

利
率
（
6
％
以
内
）
の
50
％

◆
利
子
補
給
期
間
：
５
年
を
限
度

※ 

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

●
県
庁
地
域
医
療
整
備
課

　

℡
：
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
６
９
３

● 

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療
セ

ン
タ
ー
相
談
窓
口
（
８
時
～
19
時
）

　

℡
：
０
１
２
０
‐
８
０
４
‐
８
８
１

市
民
広
報
紙
編
集
員
募
集

　

市
民
の
目
線
で
よ
り
親
し
み

や
す
い
広
報
紙
を
作
成
す
る
た

め
に
、
市
の
広
報
担
当
者
と
協

働
で
広
報
紙
の
作
成
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
市
民
広
報
紙
編

集
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 

応
募
資
格
：
市
内
に
住
む
中

学
生
以
上
の
方

◆
任
期
：
1
年

※ 

詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

℡
：
４
７
４
‐
１
１
１
１

（
内
線
２
７
４
）

志
布
志
の
山
城
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

続
日
本
１
０
０
名
城
に
認
定
さ

れ
た
志
布
志
城
を
中
心
に
、
市
内

に
残
る
山
城
を
専
門
員
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
巡
り
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
18
日
（
日
）

　

 （
９
時
～
９
時
20
分
受
付
、
12

時
終
了
予
定
）　

小
雨
決
行

◆
受
付
場
所
：
市
役
所
志
布
志
支
所

◆ 

参
加
料
：
無
料
（
飲
み
物
は
各

自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
）

◆ 

参
加
資
格
：
健
康
な
方
な
ら
ど

な
た
で
も
。

◆
定
員
：
40
名
（
先
着
）

◆ 

申
込
み
期
間
：
２
月
21
日
（
水
）

～
３
月
２
日
（
金
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

生
涯
学
習
課 

指
定
文
化
財
係

　

℡
：
４
７
２
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
１
）

統
計
の
日
標
語
募
集

　

統
計
の
日
（
10
月
18
日
）
の
ポ

ス
タ
ー
な
ど
に
活
用
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

◆ 

募
集
部
門
：

●
小
学
生
の
部　

●
中
学
生
の
部

●
高
校
生
の
部　

●
一
般
の
部

◆ 

応
募
方
法
：
次
の
事
項
を
明
記

し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
部
門

●
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
名

● 

氏
名
（
ふ
り
が
な
）

●
所
属
・
学
校
名
（
学
年
）

●
電
話
番
号

●
標
語
（
一
人
５
作
品
ま
で
）

◆
募
集
期
間
：
３
月
31
日
ま
で

■ 
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　

 

総
務
省
政
策
統
括
官
付
統
計
企

画
管
理
官
室
普
及
指
導
担
当

●
℡
：
０
３
‐
５
２
７
３
‐
１
１
４
４

●
FAX
：
０
３
‐
５
２
７
３
‐
１
１
８
９

●
郵
送
：
１
６
２
‐
８
６
６
８　

　

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
19
‐
１

● 

メ

ー

ル
：to

u
k

ein
o

h
i@

sou
m

u
.go.jp
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Information＆

Event
お知らせ

Shibushi
Information

見逃せない情報がいっぱい！

募

集

市営住宅空き家情報

松山地区 志布志地区 有明地区

新規募集 ４戸 ０戸 ０戸

継続募集 ６戸 ４戸 ０戸

　新規募集の申込締め切りは、3 月 5 日（月）です。

継続募集は、毎週金曜日に締め切ります。

　募集内容の詳細は、市のホームページをご覧頂くか、

お問い合わせください。

※ 申込から入居まで 10 日から 1 か月を要することがあ

りますので、早めにご相談下さい。

■問い合わせ先：

　本庁 建設課 管理係　℡：474-1111（内線 467）

　松山支所 産業建設課 管理係　℡ 487-2111（内線 253）

　志布志支所 産業建設課 管理係　℡ 472-1111（内線 402）

ケーブルテレビでは、志布志市の話題を市民チャ

ンネルで放送しています。ぜひ、ご覧ください。

ＳＢＳ元気告知板
　市からのお知らせを元気に分かりやすく放送しています。

●更 新 日 ：毎月１日、16 日

●放送時間：17 時 50 分～、20 時 50 分～、22 時 50 分～

●次回の放送予定：２月 16 日～ 28 日

　テーマ： 志布志の文化財と保護活動

フロムしぶし元気アップ体操
●放送時間： ６時 54 分～（立位バージョン）　　　　　

11 時 54 分～（いすバージョン）

Ｔ
て げ

ＥＧＥ　Ｊ
じ ゃ っ ど

ＡＤＯ　Ｎ
に ゅ ー す

ＥＷＳ
●放送時間：7 時～、12 時～、18 時～、21 時～、 23 時～

まこちおもして！志布志にバンザイ
●更 新 日 ：毎月１日、16 日

●放送回数：毎日２回放送（曜日により時間は異なります）

※都合により変更になる場合があります。ご了承下さい。

■問い合わせ先：企画政策課 広報係　℡：474-1111( 内線 254)

お
知
ら
せ

（
（
（

・



犬
猫
里
親
さ
が
し
の
会

　

里
親
を
探
し
た
い
方
、
里
親
を

希
望
さ
れ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
11
日
（
日
）

　

11
時
～
15
時

◆ 

場
所
：
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

か
ご
し
ま
志
布
志
店
駐
車
場

◆
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
：

● 

終
生
、
家
族
と
し
て
大
切
に
世

話
し
て
く
だ
さ
る
方
。

● 

里
親
が
決
ま
っ
た
ら
、
双
方
に

手
続
き
料
千
円
が
発
生
し
ま
す
。

● 

不
妊
・
去
勢
手
術
の
済
ん
で
い

な
い
子
の
里
親
さ
ん
か
ら
は
犬

1
万
円
、
猫
5
千
円
を
預
か
り

手
術
終
了
後
に
お
返
し
し
ま
す
。

● 

里
親
希
望
者
は
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

● 

里
親
希
望
者
は
面
談
が
あ
り
ま
す
。

※ 

里
親
を
探
し
た
い
方
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
犬
・
猫
と
共

生
を
め
ざ
す
会
志
布
志

　

℡
：
０
８
０
‐
５
２
６
８
‐
３
２
０
３

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金

　

①
は
鹿
児
島
県
内
の
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
②
～
④
の
産
業
に
該

当
す
る
場
合
は
、
各
産
業
別
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
：
最
低
賃
金
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

℡
：
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
８
８
１

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
30
年
度
県
営
住
宅
の
空
き

家
待
ち
順
位
登
録
の
申
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

◆
志
布
志
市
の
募
集
住
宅
：

●
寿
（
安
楽
第
二
）
団
地

●
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
宮
脇
団
地

●
緑
ケ
浜
（
松
波
）
団
地

●
若
葉
（
第
２
松
波
）
団
地

●
海
洋
（
関
屋
）
団
地

●
前
原
団
地

●
ラ
フ
ォ
ー
レ
松
原
団
地

◆
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
限
：

　

 

2
月
28
日
（
水
）
ま
で
（
9
時

～
17
時
）

◆
抽
選
日
：
3
月
8
日
（
木
）

　

10
時
～

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
等
受
取

場
所
先
：

　

㈱
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産
曽
於
支
所

　

  

曽
於
市
大
隅
町
岩
川
５
６
７
７

（
県
曽
於
庁
舎
内
）

　

℡
：
０
９
９
‐
４
７
１
‐
２
５
０
０
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「市報しぶし」に 広告を載せませんか？

http://www.city.shibushi.lg.jp/docs/2013101000198/

詳しくはコチラ！ →

広
告

広
告

区　分 鹿児島県 志布志市

発生件数 6 , 5 6 4 【 － 9 1 0 】 1 2 1 【 － 2 5 】

死者数 6 6 【  ＋ １ 】 ２ 【 － ０ 】

傷者数 7 , 6 9 6 【 － 1 , 1 4 2】 1 4 1 【 － 3 1 】

交 通 事 故 発 生 状 況
平成 29 年 12 月末現在累計（Ｈ 29 年１月～ 12 月） 

 ※【　】は昨年比

区分 時間額 効力発生日

①　鹿児島県最低賃金
　　（地域別最低賃金）

737 円 平成 29 年 10 月 1 日

②　電子部品・デバイス
　　電子回路・電気機械器具
　　情報通信機械器具製造業

765 円 平成 30 年 １ 月 ６ 日

③　自動車（新車）小売業 799 円 平成 29 年 12 月 22 日

④　百貨店・総合スーパー 737 円 平成 29 年 10 月 １ 日

２月 11 日、本田修一前市長が任期満了に伴い退任しました。

また、外山文弘前副市長と岡野正前副市長も２月 11 日をもって退職しました。

『 

い
に
し
え
の
道
を
聞
い
て
も
唱
え
て
も
　
　
　
　
　
　

わ
が
行
い
に
せ
ず
ば
か
い
な
し
』

　

私
は
、
島
津
「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
の
い
の
一
番
の
こ
の

歌
が
大
好
き
で
す
。
平
成
18
年
の
新
生
志
布
志
市
誕
生
以
来
、

こ
の
歌
を
い
つ
も
身
に
秘
め
、
３
期
12
年
に
わ
た
り
市
政
運

営
、
ま
ち
づ
く
り
に
一
生
懸
命
猛
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
全
面
的
な
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
順
調
に
ま
ち
が

発
展
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

少
し
振
り
返
れ
ば
、
平
成
18
年
の
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
航

路
撤
退
表
明
、
そ
し
て
阻
止
。
平
成
22
年
の
宮
崎
県
で
の

口
蹄
疫
発
生
。
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
志
布
志
港

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
決
定
、
市
内
全
域
へ
の
光
ケ
ー
ブ
ル

網
敷
設
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
地
方
創
生
事
業
が
始
ま
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
平
成
29
年
度
は

30
億
円
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
で
本
市
か
ら
出
品
し
た
牛
の
日
本
一
、
そ
し
て

今
年
１
月
に
は
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
大
会
で
悲

願
の
グ
ラ
ン
プ
リ
・
観
光
庁
長
官
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
大
き
な
感
動
、
感
激
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
12
年
間
、
こ
の
間
休

む
間
も
な
く
全
力
で
駆
け
抜
け
て
き
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
は
ま
さ
し
く
「
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
日
本
一
の
ま
ち
に
な
れ
る
よ
う

ご
祈
念
し
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
へ
お
礼
の
ご
あ
い
さ
つ

本
田 

修
一
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志布志市　暮らしのカレンダー

２月

14 日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

15 日 木

●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５階会議室）

●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  有明地区公民館）

●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  やっちくふれあいセンター）
　※はぐくみスタッフが巡回します。

16 日 金

17 日 土

18日 日

19日 月
●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00  子育て支援センター  はぐくみランド）

20日 火

●法律相談 ※１

　（13：00 ～ 15：00  志布志支所５階会議室）

●県下一蹴駅伝大会 志布志市通過
　（12：23 頃 伊﨑田中継所（伊﨑田小前）
　  12：52 頃 志布志中継所（カトリック幼稚園前））

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

21 日 水
●女性支援相談室
　（13：00 ～ 17：00  有明地区公民館）

22 日 木
●年金移動相談所※２

　（10：00 ～ 15：00  松山支所隣老人福祉センター）

23 日 金

24日 土
●生涯学習フェスティバル生涯学習推進大会
　（13：00 ～  市文化会館）

25 日 日
●生涯学習フェスティバルグランドフィナーレ
　（９：30 ～  市文化会館）

26 日 月

27日 火

28日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

【健（検）診等の健康カレンダーと日曜・祝日当番医は 17 ページをご覧ください】

３月

1 日 木

２日 金

３日 土

４日 日
●しぶしポートマラソン
　（９：00 ～  志布志陸上競技場）

５日 月
●心配ごと相談【有明】
　（10：00 ～ 15：00  市民センター）

６日 火

●法律相談 ※３

　（13：00 ～ 15：00  本庁３階会議室）

●心配ごと相談【松山】
　（10：00 ～ 15：00  老人福祉センター）

７日 水

●女性支援相談室
　（13:00 ～ 17:00  志布志支所５階会議室）

●子育て講座
　（10：00 ～ 12：00  健康ふれあいプラザ）

８日 木
●しぶし子育てサロン
　（10：00 ～ 11：30 健康ふれあいプラザ）

９日 金

10日 土

11 日 日
●相川七瀬 Live 2018 The Rock Goes On
　（15：00 ～  市文化会館）

12 日 月

13 日 火

14日 水
●心配ごと相談【志布志】
　（10：00 ～ 15：00  健康ふれあいプラザ）

15 日 木

●行政相談
　（13：00 ～ 16：00 志布志支所５階会議室）

●つどいの広場
　（10：00 ～ 12：00  安楽地区公民館）
　※はぐくみスタッフが巡回します。

16 日 金

17 日 土

編
集
後
記

　

1
月
31
日
に
皆
既
月
食
が
あ
り
ま
し
た
。

撮
影
に
挑
戦
し
よ
う
と
時
間
や
撮
影
場
所

を
考
え
な
が
ら
そ
の
日
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
▼
当
日
、
朝
は
晴
れ
て
い
た
の
に
天

気
予
報
で
は
夜
か
ら
雨
。
あ
き
ら
め
て
自

宅
に
帰
ろ
う
と
駐
車
場
に
向
か
う
途
中
、

ふ
と
空
を
見
る
と
月
が
出
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
「
も
し
か
し
た
ら
撮
れ
る

か
も
？
」
と
カ
メ
ラ
の
用
意
を
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
天
気
予
報
は
的
中
。
撮

影
で
き
ず
、
月
と
雲
に
一
喜
一
憂
し
た
一

日
で
し
た
。
▼
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
原
田

地
下
式
横
穴
墓
の
発
見
の
記
事
は
、
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
編
集
し
ま
し
た
。
『
大
和

朝
廷
と
つ
な
が
り
の
あ
る
よ
う
な
人
が
こ

の
地
に
い
た
』
と
い
う
こ
と
に
、
何
か
ロ

マ
ン
を
感
じ
ま
す
。
▼
埋
葬
さ
れ
て
い
た

人
は
、
も
し
か
し
て
私
の
前
前
前
世
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
妄
想
を
し
て
楽
し
ん

だ
私
は
不
謹
慎
で
し
ょ
う
か
。
（
持
留
）

※１　法律相談は予約制です。志布志支所地域振興課　℡：472-1111（内線 352）までご連絡ください。
※２　年金移動相談は予約制です。松山支所 総務市民課　℡：487-2111（内線 226）までご連絡ください。
※３　法律相談は予約制です。本庁総務課文書法制係　℡：474-1111（内線 224）までご連絡ください。
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２月・３月の行事予定

 ●げんき市【丼や和華のとなり】

　  毎週木・金曜日（８時 30 分～ 15 時）

 ●戌の市【宝満寺公園】

　２月 23 日

　３月７日、３月 19 日、３月 31 日

 ●そば処ちんたら庵【国道 269号線沿】

　・火曜日（そば）

　・日曜日（花・そばまんじゅう販売）


